
明
恵
撰
�
摧
邪
輪
�
巻
中

訓
・
註

試
稿
︵
五
︶

米

澤

実

江

子

承
前
︵
�
佛
教
大
学

法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
�
第
一
号
・
二
号
・

三
号
・
四
号
︶

キ
ー
ワ
ー
ド

明
恵
・
�
摧
邪
輪
�
・
訓
読
文
・
註
記

︻
報
告
範
囲
︼

�
二
四
丁
表
五
行
目
よ
り
三
三
丁
表
九
行
目
�
ま
で
を
挙
げ
�
試
稿
�
と
し
た
︒

︻
凡
例
︼

一
︑
底
本
は
︑
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
蔵
�
寛
永
年
間
版
︵
準
貴
重
書

Ｇ
極
楽

寺
／
�
�
�
︶
�
と
し
︑
始
め
に
書
き
下
し
該
当
箇
所
を
翻
刻
し
︑
次
に
書

き
下
し
と
そ
の
註
記
︵
通
し
番
号
︶
を
挙
げ
た
︒

一
︑
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
︑
底
本
の
字
体
を
残
し
た
︒
書
き
下
し
に
際
し
て
︑
通

行
の
字
体
に
改
め
た
︒

一
︑
翻
刻
部
︑
︻

︼
の
内
︑
丁
数
と
オ
︵
ウ
︶
を
示
す
場
合
は
︑
底
本
の
丁
数

と
そ
の
表
︵
裏
︶
を
指
し
︑
漢
数
字
と
上
︵
下
︶
を
示
す
場
合
は
�
鎌
倉
旧

仏
教
�
翻
刻
部
の
頁
と
そ
の
上
︵
下
︶
を
指
す
︒

一
︑
︿

﹀
は
原
割
り
注
︒

一
︑
訓
読
文
に
お
い
て
︑
返
点
・
送
り
仮
名
は
︑
原
則
底
本
に
従
っ
た
が
︑
送
り

仮
名
は
適
宜
補
っ
た
︒

一
︑
訓
読
文
に
お
い
て
︑
典
籍
引
用
部
は
改
行
し
て
二
文
字
下
げ
た
︒
ま
た
引
用

末
の
�
～
云
々
︵
云
云
︶
�
は
︑
�
～
︑
と
云
々
︵
云
云
︶
︒
�
と
し
た
︒

一
︑
訓
読
文
に
お
い
て
︑
明
恵
の
設
問
と
そ
の
答
え
は
︑
そ
れ
ぞ
れ
改
行
し
た
︒

一
︑
注
記
に
お
け
る
引
用
出
典
の
略
称
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
︒

�
昭
法
全
�
︵
�
昭
和
新
修
法
然
上
人
全
集
�
︶

�
浄
全
�
︵
�
浄
土
宗
全
書
�
︶

�
大
正
蔵
�
︵
�
大
正
新
脩
大
蔵
経
�
︶

�
望
仏
�
︵
�
望
月
佛
教
大
辞
典
�
増
訂
版
︶

�
中
仏
�
︵
中
村
元
著
�
広
説
佛
教
語
大
辞
典
�
︶

明
恵
撰
�
摧
邪
輪
�
巻
中

訓
・
註

試
稿
︵
五
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶

七
九



�
織
田
仏
�
︵
織
田
得
能
著
�
織
田
佛
教
大
辞
典
�
︶

�
大
漢
和
�
︵
諸
橋
轍
次
著
�
大
漢
和
辞
典
�
︶

�
日
国
�
︵
�
日
本
国
語
大
辞
典
�
第
二
版
︶

�
漢
和
大
辞
典
�
︵
藤
堂
明
保
編
�
学
研

漢
和
大
辞
典
�
︶

︹
付
記
︺

当
研
究
班
研
究
課
題
の
底
本
と
し
て
︑
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
本
を
使
用

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
︒
佛
教
大
学
附
属
図
書
館
の
ご
厚
情
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
︒

︽
翻
刻
︾
︻
二
四
丁
オ
五
行
︼
︻
三
五
〇
頁
上
︼

問テ

日ク

︒
大
菩
提
心ハ

是レ

爲カ

壱
諸
佛ノ

之
一
道ト

一
故
︑
信
壱-
樂ス

ル

此
經ヲ

一
之
人ハ

︑
即
親ク

属ス
ル
カ壱

如

來ノ

智
身ニ

一
故ニ

︑
非ス

飲
云ニ

壱

碑

現
在
我
前ト

一
乎ヤ

︒
何ソ

必シ
モ

可キ

飲
云フ

溢
滅
後
之
凡
身
在ト

壱
佛
前ニ

一

乎ヤ

︒欝

︒
不ス

飲
然ラ

︒
上ノ

文ニ福

ニ

云テ

壱
我
見
彼
衆
生
︑
悉
知
彼
所
行
︑
亦
知
彼
名
字
︑
我

見
悉
無
㝵ト

一︑
正ク

授
-劼

ス
ル

時
︑
云フ

壱

碑

現
在
我
前
等ト

一︑
即
-
是
在ル

壱
佛
︻
三
五
〇
頁
下
︼

前ニ

一
也
︒
如シ

壱
彼
蓮
華
面
經ノ

上
巻ニ存

カ

一︒
告テ

壱
阿
難ニ

一
言ク

︑
汝
︻
二
四
丁
ウ
︼碑

欲フ
ヤ

飲
見ヲ

壱

未
來
事ヲ

一
不ヤ

︒
我レ

見ヿ

飲
來摶

ヲ

一
如シ

飲
觀カ

壱
現
-
在ヲ

一︒
︿
乃
至
﹀粢

ノ

時ニ

阿
難
︑
作ス

壱
如ノ

飲
是
念ヲ

一︒

以ノ

壱
佛
力ヲ

一
故ニ

︑
可
飲

扎

ム 乄

蔭
我ヲ

見セ

壱
未
來ノ

之摶

ノ

如ノ

飲
是ノ

事ヲ

一
不ヤ

︒粢

ノ

時ニ

如
來
︑
以テ

壱
神
通
力ヲ

一︑

即チ扎

テム

溢
阿
難ヲ

悉ク

見セ

壱
未
來ノ

諸
惡
比
丘ヲ

一︒
以テ

飲
兒ヲ

坐ス
ヘ

飲
膝ニ

︑羽

ケ
リ

壱
婦ヲ

其ノ

傍ニ

一︒
復
見ル

壱
種
種ノ

諸ノ

非
法ノ

事ヲ

一︒粢

時ニ

阿
難
︑
見
壱
此ノ

事
一
已テ

︑
心ロ

大ニ

怖
-
畏乄

︑
身
毛
皆
竪ツ

︒
即
白乄

飲
佛ニ

言ク

︒

摶

尊
︑
如
來
速ニ

入ナ
ム

壱
涅
槃ニ

一︒碑

正ク

是ノ

時
︑
何ヲ

用テ
カ

見ン
ヤ

壱
此ノ

未
來
之摶

ノ

如ノ

飲
是
惡
事ヲ

一︒

︿
巳

︵
マ
マ
︶上

﹀
此ノ

經存

亦
如シ

飲
是ノ

︒
滅
後
衆
生
樂
壱
欲セ

ム

此
經ヲ

一
人
︑
正ク

在ル

壱
佛
前
一
也
︒

︽
訓
︾

問
ひ
て
曰
は
く
︒
大
菩
提
心
は
︑
是
れ
諸
仏
の
一
道
と
す
る
が
故
に
︑
此
の

�
経
�
を
信
楽
す
る
の
人
は
︑
即
ち
︑
親
し
く
︑
如
来
の
智
身(

�
)

に
属
す
る
が
故
に
︑

�
今
現
在
我
前
�
と
云
ふ
に
非
ず
や
︒
何
ぞ
必
ず
し
も
�
滅
後
の
凡
身
︑
仏
前
に

在
り
�
と
云
ふ
べ
き
や
︒

答
ふ
︒
し
か
ら
ず
︒
上
の
文
に
既
に
�
我
見
彼
衆
生
︑
悉
知
彼
所
行
︑
亦
知
彼

名
字
︑
我
見
悉
無
碍(


)

�
と
云
ひ
て
︑
正
し
く
授
記
す
る
時
�
今
現
在
我
前
�
等
と

云
ふ
︒
即
ち
是
れ
仏
前
に
在
る
な
り
︒

彼
の
�
蓮
華
面
経
�
の
上
巻
に
説
く
が
ご
と
し
︒

阿
難
に
告
げ
て
言
は
く
︒
汝
今
︑
未
来
の
事
を
見
ん
と
欲
ふ
や
い
な
や
︒
我

れ
︑
来
世
を
見
る
こ
と
︑
現
在
を
観
る
が
ご
と
し
︒
︿
乃
至
﹀

爾
の
時
に
阿
難
︑
是
の
ご
と
き
の
念
を
作
す
︒
仏
力
を
以
て
の
故
に
︑
我
を

し
て
︑
未
来
の
世
の
是
の
ご
と
き
の
事
を
見
せ
し
む
べ
き
や
い
な
や
︒

爾
の
時
に
如
来
︑
神
通
力
を
以
て
︑
即
ち
︑
阿
難
を
し
て
こ
と
ご
と
く
未
来

の
諸
悪
比
丘
を
見
せ
し
む
︒
兒
を
以
て
膝
に
坐す

へ
︑
婦
を
其
の
傍
に
置
け
り
︒

ま
た
︑
種
種
の
も
ろ
も
ろ
の
非
法
の
事
を
見
る
︒

そ
の
時
に
阿
難
︑
此
の
事
を
見
巳

︵
マ
マ
︶り

て
︑
心
︑
大
い
に
怖
畏
し
て
︑
身
毛
皆

竪
つ
︒
即
ち
︑
仏
に
白
し
て
言
は
く
︒
世
尊
如
来
︑
速
か
に
涅
槃
に
入
り
な

ん
︒
今
正
し
く
是
の
時
な
り
︒
何
を
用
ゐ
て
か
︑
此
の
未
来
の
世
の
是
の
ご

と
き
の
悪
事
を
見
ん
や(

�
)

︿
巳

︵
マ
マ
︶上

﹀
︒

此
の
�
経
�
説
も
ま
た
是
の
ご
と
し
︒
滅
後
の
衆
生
︑
此
の
�
経
�
を
楽
欲
せ

ん
人
︑
正
し
く
仏
前
に
在
る
な
り
︒

註(
�
)
�
智
身
�
︑
華
厳
宗
の
教
学
で
云
ふ
�
解
境
十
仏
�
の
一
つ
・
完
全
な
智
r
を
仏

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
五
号

八
〇



身
と
し
た
も
の
︵
�
中
仏
�
中
︑
一
一
七
二
頁
︶
︒
↓
�
解
境
十
仏
�
解
悟
の
境
界

に
十
仏
・
解
行
十
身
・
華
厳
円
教
の
菩
薩
の
解
悟
照
了
の
境
界
は
万
差
な
る
も
束

ね
て
十
身
︵
衆
生
身
・
国
土
身
・
業
報
身
・
声
聞
身
・
辟
支
仏
身
・
菩
薩
身
・
如

来
身
・
智
身
・
法
身
・
虚
空
身
︶
と
為
・
初
め
の
三
身
は
染
分
︑
次
の
六
身
は
浄

分
︑
後
の
一
は
不
二
分
な
り
︵
�
望
仏
�
一
︑
八
五
七
頁
︶
︒

(

)
︻
参
照
︼
�
摧
邪
輪
�
巻
中
︑
二
三
丁
オ
︒

(
�
)
�
蓮
華
面
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
二
︑
一
〇
七
二
頁
中
～
一
〇
七
三
頁
上
︒

︽
翻
刻
︾

沖

テ

依テ

壱
上
下ノ

文ノ

意ニ

一︑
仰テ

推ス
ル
ニ壱

佛
言ヲ

一︑
於テ

壱
如
來
滅
後ニ

一︑
此ノ

經
典
流
通ム

︒
比
丘
獨リ達

乄

壱

練
若ニ

一︑

適
タ
マ
タ
マ

得テ

壱
此
經
典ヲ

一︑
見テ

壱
所
聞
此農

者
︑碑

現
在
我
前
︑
彼
等
於
後摶

︑
此

經
當
現
前ノ劼

ノ

文ヲ

一︑
比
丘
悲
泣乄

雨テ

︻
二
五
丁
オ
︼
涙ヲ

一
當シ ニ

飲
言フ

︒
我レ

巳
︵
マ
マ
︶
ニ

得リ

壱
授劼

ヲ

一︑

何ノ

業ア
テ
カ

獲タ
ル

壱
此ノ

果ヲ

一
等ト

︒
︿
爲
言
﹀

︽
訓
︾

謹
ん
で
上
下
の
文
の
意
に
よ
り
て
︑
仰
ぎ
て
仏
言
を
推
す
る
に
︑
如
来
滅
後
に

お
い
て
此
の
経
典
流
通
せ
ん
︒

比
丘
独
り
練
若
に
処
し
て
︑

適
た
ま
た
ま

此
の
経
典
を
得
て
︑
�
所
聞
此
経
者
︑
今
現

在
我
前
︑
彼
等
於
後
世
︑
此
経
当
現
前
�
の
記
の
文
を
見
て
︑
比
丘
悲
泣
し
て
涙

を
雨
ふ
ら
し
て
ま
さ
に
言
ふ
べ
し
︒
�
我
れ
已
に
授
記
を
得
た
り
︒
何
の
業
あ
り

て
か
此
の
果
を
獲
た
る
�
等
と
︿
為
言
﹀
︒

︽
翻
刻
︾

泣
ナ
ク
ナ
ク

註ス
ル
ニ壱

經
文ヲ

一︑
筆
跡
忽ニ

如シ

飲
暗ク

︒ラ
ム
カ

南
無
大虻

教
主
釋
迦
牟
尼摶

尊
︑
南
無
諸
部

甚
深
菩
提
心
經
︑
願ハ

我レ

縱ヒ

雖
鰯
燋コ

カ
レ壱

洞
燃
猛
火ノ

之
炎ニ

一
閇ラ

ル
ト芋

堅
固
寒
氷
之
底ソ

コ
ニ

茨︑
若シ

有ラ
ハ

飲
口
者
︑
唱ヘ

壱
此ノ劼

文ヲ

一︑
若シ

有ラ
ハ

飲
心
者
︑
念ト

壱
此
妙
典ヲ

︒
金
口ノ

所ロ

飲

劼

ス
ル︑
忝ク

モ

如シ

飲
是ノ

︒

哀ナ
ル
カ
ナ

-

哉ヤ

悲
-
哉
矣
︒
汝チ埋

飲
不ト

飲
加
壱
悲
-
泣
隨
喜ノ

之
言ヲ

一︑
莫レ

飲
作コ

ト
壱
滅
時
無
益
之
論ヲ

一︒

滅
-
時ハ姐

ツ

壱
乎
數
萬
億
歳ヲ

一︒
經
典ハ

當碑

住セ
リ

壱

摶

ニ

︒
若シ

以テ

壱

蛤

遇ヲ

一
爲セ

ハ
飲

飲

ト

者
︑
滅
時ニ

モ

亦

蛤

遇セ
ム︒

汝
不ス

飲
然ラ

︒
故ニ

手ヲ室

テ

壱
巻
軸ニ

一︑
心ニ

不ス

飲
生セ

壱
樂
欲ヲ

一︒絨

サ
ム
ヿ壱

佛
樹ノ

芽繰

ヲ

一︑
期セ

ム
壱
何ノ

時ヲ
カ

飲
乎
︒

︽
訓
︾

泣
な
く
な
く

�
経
�
文
を
註
す
る
に
︑
筆
跡
︑
忽
ち
に
暗
む
が
ご
と
し
︒
南
無
大
恩
教

主
釈
迦
牟
尼
世
尊
︑
南
無
諸
部
甚
深
菩
提
心
経
︑
願
は
く
は
︑
我
れ
︑
た
と
ひ
洞

燃
猛
火
の
炎
に
焦こ

が
れ
︑
堅
固
寒
氷
の
底
に
閉
ぢ
ら
る
と
雖
も
︑
も
し
口
あ
ら
ば
︑

こ
の
記
の
文
を
唱
へ
︑
も
し
心
あ
ら
ば
︑
こ
の
妙
典
を
念
ぜ
ん
︒
金
口
の
記
す
る

所
︑

忝

(
か
た
じ
け
な
)

く
も
︑
是
の
ご
と
し
︒
哀
な
る
か
な
や
︑
悲
し
き
か
な
や
︒
汝
︑
悲

泣
随
喜
の
言
を
加
へ
ず
と
雖
も
︑
滅
時
無
益
の
論
を
作
す
こ
と
莫
れ
︒
滅
時
は
数

万
億
歳
を
隔
つ
︒
経
典
は
︑
当
今
︑
世
に
住
せ
り
︒
も
し
値
遇
を
以
て
幸
と
せ
ば
︑

滅
時
に
も
ま
た
値
遇
せ
ん
︒
汝
は
し
か
ら
ず
︒
故
に
︑
手
を
巻
軸
に
触
れ
て
︑
心

に
楽
欲
を
生
ぜ
ず
︒
仏
樹
の
芽
茎
を
萠
さ
ん
こ
と
︑
何
れ
の
時
を
か
期
せ
ん
や
︒

︽
翻
刻
︾

又
此ノ

經
典ハ

︑
弥噸

ノ

願
力
加
-
被乄

︑
於テ

壱
五
濁
惡摶

ノ

中ニ

一
得
飲
聞ヿ

ヲ︒
即
如シ

壱
經ニ

云カ

一︒
我レ

昔シ

婆
羅
門ト

乄︑
依テ

壱

於
比
丘ニ

一

活ス

︒
時ニ

比
丘ア

リ
テ

放
-
逸ナ

リ
シ
カ
ト
モ

︑

存

ク

壱

此ノ

修
多
羅ヲ

一︒
︻
二
五
丁

ウ
︼
梵
志
於乄

飲
彼ニ

聞テ

︑
時キ

至テ

而
乞
食ス

︒
泣撃

シ

巳
︵
マ
マ
︶

行キ

-
出ツ

︒
是ノ

時ニ

心ニ

作ス

飲
願ヲ

︒
我レ

於テ

壱

明
恵
撰
�
摧
邪
輪
�
巻
中

訓
・
註

試
稿
︵
五
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶

八
一



修
多
羅ニ

一︑
杪セ

ム
壱
義
及ヒ

文
字ヲ

一︒
後摶

ニ

作シ

壱
證
明ヲ

一︑
亦
復
行セ

ム
壱
擁
護ヲ

一︒
以テ

壱
彼ノ

善
業ノ

果ヲ

一︑

於テ

壱
彼ノ

後ノ

︻
三
五
一
頁
上
︼
末摶

ニ

一︑
得テ

壱
此ノ

修
多
羅ヲ

一︑
執
-
持乄

在ヲ
キ

壱
其
手ニ

一︑
彼ノ

時ニ

有テ

壱

比
丘
一︑
悲
-
泣乄撃

晟

ツ

飲
目ニ

︒
當ソ

ノ

-
時ニ

作乄

壱
懺
悔ヲ

一︑
後ニ

得
壱
此ノ農

法ヲ

一︑
於テ

壱
先
業ニ

一
滅
盡ス

︒

彼ノ

時ニ

有リ

壱
相
現ス

ル
ヿ一︒
於テ

壱
其ノ

夢ノ

中ニ

一
得リ

壱
此ノ

修
多
羅ヲ

一︒
生
死ノ

諸ノ

流奮

︑
欺
誑
大
恐
怖
︑

斯レ

由テ

壱
阿
弥
陀ノ

願
力ニ

一︑
如ノ

飲
是
果ア

ラ
ム

︿
文
﹀
︒

︽
訓
︾

ま
た
此
の
経
典
は
︑
弥
陀
の
願
力
加
被
し
て
︑
五
濁
悪
世
の
中
に
お
い
て
聞
く

こ
と
を
得
︒
即
ち
�
経
�
に
云
ふ
が
ご
と
し
︒

我
れ
昔
し
婆
羅
門
と
し
て
︑
比
丘
に
依
り
て
活
す
︒
時
に
比
丘
あ
り
て
︑
放

逸
な
り
し
か
ど
も
︑
此
の
修
多
羅
を
説
く
︒
梵
志
︑
か
し
こ
に
て
聞
き
て
︑

時
至
り
て
乞
食
す
︒
泣
涙
し
已
り
て
行
き
出
づ
︒
是
の
時
に
︑
心
に
願
を
作

す
︒
�
我
れ
修
多
羅
に
お
い
て
︑
義
お
よ
び
文
字
を
杪(

�
)

せ
ん
︒
後
世
ま
で
証

明
を
作
し
︑
ま
た
︑
擁
護
を
行
ぜ
ん
�
と
︒
か
の
善
業
の
果
を
以
て
︑
か
の

後
の
末
世
に
お
い
て
︑
此
の
修
多
羅
を
得
て
︑
執
持
し
て
そ
の
手
に
在お

き
︑

彼
の
時
に
比
丘
あ
り
て
︑
悲
泣
し
て
涙
目
に
満
つ
︒
当そ

の

時
に
懺
悔
を
作
し
て
︑

後
に
此
の
経
法
を
得
て
︑
先
業
に
お
い
て
滅
尽
す
︒
か
の
時
に
相
現
ず
る
こ

と
あ
り
︒
そ
の
睡
夢
の
中
に
お
い
て
︑
こ
の
修
多
羅
を
得
た
り
︒
生
死
の
も

ろ
も
ろ
の
流
転
︑
欺
誑
大
恐
怖
︑
こ
れ
阿
弥
陀
仏
の
願
力
に
よ
り
て
︑
是
の

ご
と
き
の
果
あ
ら
ん(

�
)

︿
文
﹀
︒

註(
�
)
�
杪
�
︑
�
大
正
蔵
�
は
�
鈔
�
↓
�
鈔
�
う
つ
す
・
か
す
め
る
︵
�
大
漢
和
�
十

一
︑
五
〇
四
頁
︶
︒

(
�
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︵
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
五
頁
︑
上
︶
︒

︽
翻
刻
︾

解
曰
︒
二
人
悲
泣乄

深ク

起ス

壱

蛤

遇ノ

願ヲ

一︒
依
壱
念
願
甚
深ナ

ル
ニ一︑
終ニ

得リ

壱
此ノ

經
法ヲ

一︒
彼ハ

依テ

壱
自
善

根
力ニ

一︑
於テ

壱

末摶

ニ

一

得
壱

蛤

遇ス
ル
ヿ
ヲ

一︒

薄
-
福ノ

衆
生
︑
生
死
流奮

︑
欺
誑
大
恐
怖ノ

中ニ

得ン
ハ

飲
聞ヿ

ヲ
壱
此ノ農

ヲ

一︑
此レ

由テ

壱
阿
弥噸

ノ

願
力ニ

一
也
︒
如
是
果ト

者ハ

︑
如
鰯
二
人
依テ

壱
願
力ニ

一
得ル

カ
芋
聞
經ノ

果ヲ

茨︑
諸
衆
生
亦
依テ

壱
弥
︻
二
六
丁
オ
︼
陀ノ

願
力ニ

一︑
於テ

壱
末摶

大
恐
怖ノ

中ニ

一︑
可
飲
得
壱
聞

經ノ

果ヲ

一
也
︒

︽
訓
︾

解
し
て
曰
は
く
︒
二
人
悲
泣
し
て
深
く
値
遇
の
願
を
起
こ
す
︒
念
願
甚
深
な
る

に
よ
り
て
︑
終
に
こ
の
経
法
を
得
た
り
︒
か
れ
は
自
ら
の
善
根
力
に
よ
り
て
︑
末

世
に
お
い
て
値
遇
す
る
こ
と
を
得
︒
薄
福
の
衆
生
︑
生
死
流
転
・
欺
誑
大
恐
怖
の

中
に
こ
の
�
経
�
を
聞
く
こ
と
を
得
ん
は
︑
こ
れ
阿
弥
陀
の
願
力
に
よ
り
て
な
り
︒

是
の
ご
と
き
の
果
と
は
︑
二
人
︑
願
力
に
よ
り
て
︑
聞
経
の
果
を
得
る
が
ご
と
く
︑

諸
ろ
の
衆
生
も
ま
た
弥
陀
の
願
力
に
よ
り
て
︑
末
世
大
恐
怖
の
中
に
お
い
て
︑
聞

経
の
果
を
得
べ
き
な
り
︒

︽
翻
刻
︾

問
曰
︒
見ニ

壱
經ノ

文
相ヲ

一︑
非
鰯
指シ

テ
壱
上ノ

二
人
所
得ノ

聞
經ノ

果ヲ

一︑
云ニ

飲
依ト

芋
弥
陀ノ

願
力ニ

茨
乎ヤ

︒
何ソ

作ル

壱

此ノ

釋ヲ

一

乎ヤ

︒欝

︒
上ノ

二
人ノ

中ニ

婆
羅
門ト

者ハ

︑
即
是レ

釋
迦
如
來ノ

因
位
也
︒
不
飲
可

飲
云
鰯
對ス

ル
壱
迦
葉
婆
羅
門ニ

一
之
語ナ

リ
ト茨︒
下ノ

文ニ

云
壱
梵
志
於
彼
聞
時
至
而
乞
食
等ト

一
者ハ

︑
梵
志ト

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
五
号

八
二



者ハ

即
婆
羅
門
︑
出ス

壱
上ノ

能
聞ノ

人ヲ

一
也
︒
然ラ

ハ

者
弥円

如
來
︑
依テ

壱
釋
迦ノ

勸
化ニ

一︑蛤

テ

壱
寳

藏
佛ニ

一︑
發
壱
菩
提
心ヲ

一︒
豈
彼ノ

聞農

ノ

果
︑
可ン

飲
云フ

飲
依ト

壱
弥
陀ニ

一
乎ヤ

︒

︽
訓
︾

問
ひ
て
曰
は
く
︒
�
経
�
の
文
相
を
見
る
に
︑
上
の
二
人
所
得
の
聞
経
の
果
を

指
し
て
�
弥
陀
の
願
力
に
よ
る
�
と
云
ふ
に
非
ず
や
︒
何
ぞ
こ
の
釈
を
作
る
や
︒

答
ふ
︒
上
の
二
人
の
中
に
︑
婆
羅
門
と
は
即
ち
是
れ
釈
迦
如
来
の
因
位
な
り
︒

�
迦
葉
婆
羅
門
に
対
す
る
の
語
な
り
�
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
︒
下
の
文
に
︑

梵
志
於
彼
聞
時
至
而
乞
食(

�
)

等
と
云
ふ
は
︑
梵
志
と
は
即
ち
婆
羅
門
︑
上
の
能
聞
の
人(

�
)

を
出
す
な
り
︒
し
か
ら

ば
︑
弥
陀
如
来
︑
釈
迦
の
勧
化
に
よ
り
て
︑
宝
蔵
仏
に
値
ひ
て
菩
提
心
を
発
す(

�
)

︒

豈
に
︑
�
彼
の
聞
経
の
果
︑
弥
陀
に
よ
る
�
と
云
ふ
べ
け
ん
や
︒

註(
�
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
五
頁
上
︵
�
摧
邪
輪
�
巻
中
︑
二

五
丁
左
︶
︒

(
�
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
五
頁
上
︒

(
�
)
�
悲
華
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
三
︑
一
八
三
頁
中
～
下
︵
�
摧
邪
輪
�
巻
上
︑
十
八
丁

オ
～
十
九
丁
オ
に
て
引
用
・
解
釈
︶
︒

︽
翻
刻
︾

是
故ニ

當ニシ

飲
知ル

︒
言フ

飲
如ク

鰯
我レ

依テ

壱
願
力ニ

一
於テ

壱
末摶

ニ

一
得カ

芋
此
經ヲ

茨︒
未
來
末摶

ノ

衆
生
︑
依テ

壱

弥
陀ノ

願
力ニ

一︑
亦
可ト

鰯
飲
得
飲︵
マ
マ
︶

此
經ヲ

茨
也
︒
若シ

設ヒ

雖
飲
言ト

飲
結ス

ト
壱
上ノ

文ヲ

一︑
若シ

言イ
ハ

溢
末摶

ノ

得
-

聞
︑
依ト

壱
弥噸

ノ

願
力ニ

一
者ハ

︑
此レ

亦
可シ

飲
同ス

︒
然ラ

者ハ

感セ
ン

壱
弥
陀ノ

願
力ヲ

一
時
︑
同ク

依テ

壱
弥噸

ノ

願

︻
二
六
丁
ウ
︼
力ニ

一︑
可キ

飲
聞ク

壱
此
經ヲ

一
也
︒

︽
訓
︾

是
の
故
に
︑
ま
さ
に
知
る
べ
し
︒
�
我
れ
願
力
に
よ
り
て
末
世
に
お
い
て
こ
の

�
経
�
を
得
る
が
ご
と
く
�
と
言
ふ
︒
未
来
末
世
の
衆
生
︑
弥
陀
の
願
力
に
よ
り

て
も
ま
た
こ
の
�
経
�
を
得
べ
し
と
な
り
︒
も
し
︑
た
と
ひ
�
上
の
文
を
結
す
�

と
言
ふ
と
雖
も
︑
も
し
�
末
世
の
得
聞
︑
弥
陀
の
願
力
に
よ
る
�
と
言
は
ば
︑
こ

れ
も
ま
た
同
ず
べ
し
︒
し
か
ら
ば
︑
弥
陀
の
願
力
を
感
ぜ
ん
時
︑
同
じ
く
弥
陀
の

願
力
に
よ
り
て
こ
の
�
経
�
を
聞
く
べ
き
な
り
︒

︽
翻
刻
︾

欺
誑
大
恐
怖ト

者ハ

︑
出ス

鰯
末摶

ニ

感ス
ル

壱
遺
法ノ

果ヲ

一
衆
-
生襠

ヲ

茨
也
︒
如シ

壱
法
華ニ

云カ

一︑
恐
怖
惡摶

中
等ニ

︵
マ
マ
︶

︒

又
如
壱
大
般
若ニ

云カ

一︑
後
-
五
百
-
歳
無
-
上
正
-
法
︑
将ニ

飲
欲セ

ム
ト壱

壊
滅
一
時
︑

有
壱
大
恐
怖
一︑
有
壱
大斌

難
一︑
有ラ

ン
壱
大
-
暴
惡
一︒
當テ

壱
於
彼ノ

時ニ

一︑
諸ノ

有
情
類
︑
多
分
成
鰯-

就セ
ム

感ス
ル

壱
遺
法ヲ

一
果ヲ

茨
等
︑
諸
經ノ

中ニ

有
壱
此ノ

文
一︒

︽
訓
︾

�
欺
誑
大
恐
怖
�
と
は
︑
末
世
に
遺
法
の
果
を
感
ず
る
衆
生
の
過
を
出
す
な
り
︒

�
法
華
�
に
云
ふ
が
ご
と
し
︒

恐
怖
悪
世
中(

�
)

︑
等
に
︒

ま
た
�
大
般
若
�
に
云
ふ
が
ご
と
し
︒

後
の
五
百
歳
︑
無
上
正
法
︑
ま
さ
に
壊
滅
を
欲
せ
ん
と
す
る
時
︑
大
恐
怖
あ

り
︑
大
険
難
あ
り
︑
大
暴
悪
あ
ら
ん
︒
か
の
時
に
当
り
て
︑
も
ろ
も
ろ
の
有

情
の
類
︑
多
分
は
遺
法
を
感
ず
る
果
を
成
就
せ
ん(

10
)

明
恵
撰
�
摧
邪
輪
�
巻
中

訓
・
註

試
稿
︵
五
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶

八
三



等
︑
諸
経
の
中
に
こ
の
文
あ
り
︒

註(
�
)
�
妙
法
蓮
華
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
九
︑
三
六
頁
中
︒

(
10
)
�
大
般
若
波
羅
蜜
多
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
五
︑
一
一
〇
九
頁
中
︒

︽
翻
刻
︾

良ニ

-
以レ

ハ︑
阿
弥噸

ノ

大
願ノ

中ニ

云
壱
發
菩
提
心
修
諸
功
德
等
一︒
若シ

無ク
ハ

壱
菩
提
心
一
者
︑
徃
生

浄
︻
三
五
一
頁
下
︼
土ノ

行
難カ

ラ
ム

飲
立シ

︒
依テ

飲
此ニ

︑
弥
陀ノ

願
力
爲テ

壱
増
上
縁ト

一︑
留テ

壱
此ノ

經

典ヲ

一︑扎

テム
ル
壱
鰯
衆
生ヲ

一
勸メ

芋
發
菩
提
心ヲ

茨
也
︒
弥
陀ノ

教
止マ

ル
壱
末摶

ニ

一︒
良ニ

有ル
ヲ

壱
所ユ

ヘ-
由
一
乎ヤ

︒

︽
訓
︾

良
に
お
も
ん
み
れ
ば
︑
阿
弥
陀
の
大
願
の
中
に

発
菩
提
心
︑
修
諸
功
徳(

11
)

等
と
云
ふ
︒
若
し
菩
提
心
無
く
ん
ば
︑
往
生
浄
土
の
行
︑
立
し
難
か
ら
ん
︒
こ
れ

に
よ
り
て
︑
弥
陀
の
願
力
︑
増
上
縁
と
し
て
こ
の
経
典
を
留
め
て
︑
衆
生
を
し
て

発
菩
提
心
を
勧
め
し
む
る
な
り
︒
弥
陀
の
教
へ
︑
末
世
に
止
ま
る
こ
と
︑
良
に
所ゆ

由ゑ

あ
る
を
や
︒

註(
11
)
�
無
量
寿
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
二
︑
二
六
八
頁
上
︒

︽
翻
刻
︾

以テ

飲
此ヲ

而
言ヘ

ハ︑
若シ

此ノ

經モ

亦
法
-
滅ノ

時ニ

可キ

飲
言フ

壱
止
-
住ス

ト
一
乎ヤ

︒
何ト

ナ
ラ

者ハ

︑
止
住
百
歳ノ

文ハ

︑

雖
飲
依ト

壱
釋
尊ノ

慈
悲ニ

一︑
法
-
滅
時ノ

衆
生
︑
徃
壱
生セ

ン
ヿ

浄
土ニ

一︑
亦
依ル

壱
弥
陀
願ノ

力ニ

一
也
︒
若シ

蕃

ラ

者ハ

︑
︻
二
七
丁
オ
︼福

ニ

依テ

壱
彌噸

ノ

願
力ニ

一︑
於
壱
末摶

ニ

一
聞カ

ム
壱
此ノ農

ヲ

一︒
二
倶ニ

依ラ
ハ

壱
願
力ニ

一

者
︑
此ノ

經
何ソ

不ラ
ム

飲
至ラ

壱
法
滅ノ

時ニ

一
乎ヤ

︒
經
道
流
布ノ

時ハ

︑
何ソ

必シ
モ

限ラ
ム

壱
彌
陀ノ

願
力ニ

︒
假ル

ハ
壱
彼ノ

願
力ヲ

一
者
︑
出ス

壱
難キ

飲
聞キ

ヽ

時ヲ

一
也
︒
下ノ

經
文ニ

云
壱
於
後
當
顯
曜ト

一
者
︑
此ノ

經
依
壱
弥噸

ノ

願

力
一︑
於テ

壱
末摶

ニ

一
顯
-
曜ス

ル

也
︒

︽
訓
︾

こ
れ
を
以
て
言
へ
ば
︑
も
し
こ
の
�
経
�
も
ま
た
法
滅
の
時
に
止
住
す
と
や
言

ふ
べ
き
や
︒
何
と
な
ら
ば
�
止
住
百
歳
�
の
文
は
︑
釈
尊
の
慈
悲
に
よ
る
と
雖
も
︑

法
滅
時
の
衆
生
︑
浄
土
に
往
生
せ
ん
こ
と
も
ま
た
弥
陀
の
願
力
に
よ
る
な
り
︒
も

し
し
か
ら
ば
︑
既
に
弥
陀
の
願
力
に
よ
り
て
︑
末
世
に
お
い
て
︑
こ
の
�
経
�
を

聞
か
ん
︒
二
つ
倶
に
願
力
に
よ
ら
ば
︑
こ
の
�
経
�
何
ぞ
︑
法
滅
の
時
に
至
ら
ざ

ら
ん
や
︒
経
道
流
布
の
時
は
︑
何
ぞ
必
ず
し
も
弥
陀
の
願
力
に
限
ら
ん
︒
か
の
願

力
を
仮
る
は
︑
聞
き
難
き
時
を
出
す
な
り
︒
下
の
経
文
に

於
後
当
顕
曜(

12
)

と
云
ふ
は
︑
こ
の
�
経
�
︑
弥
陀
の
願
力
に
よ
り
て
末
世
に
お
い
て
顕
曜
す
る
な

り
︒

註(
12
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
五
頁
中
︵
�
當
�
字
︑
�
大
正
蔵
�

�
常
�
︶
︒

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
五
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︽
翻
刻
︾

問テ

曰ク

︒
無
量
壽
經ニ

云
︒
特ニ

留メ
テ

壱
此ノ

經ヲ

一
止
-
住セ

シ
ム
ル
ヿ

百
歳ト

︿
文
﹀
︒
若シ

兼ハ

壱
餘
經ヲ

一
者
︑

不
飲
可
飲
云
壱
特
留ト

一︒
如
-
何ソ

︒欝

︒
教
體ハ

無
相ナ

リ︒
何
滞ラ

ム
壱
巻
軸ニ

一︒
若シ

依テ

壱
彌噸

ノ

願
力ニ

一

而
留ラ

者ハ

︑
即
是レ

弥噸

一
教ノ

止
住
也
︒
更ニ

勿レ

飲
守ヿ

壱
巻
數ノ

加
減ヲ

一︒
何ソ

必シ
モ

立ン

壱
餘
經ノ

名ヲ

一

乎
︒
但シ

此ノ

義ハ

不ス

壱
必モ

定メ

執セ

一︒
若シ

非ハ

壱
道
理ニ

一
者
︑
且ク

為セ
ム

鰯
對乄

壱
汝カ

非
理ノ

執ニ

一︑
我モ

亦
致ス

ト
芋
非

理ノ

難ヲ

茨︒
是レ

爲ス

壱
婆
娑
論ノ

一ノ

問欝

ノ

例
法ト

一︒
盡ス

飲
理ヲ

妙鈎

︑
顯ス

飲
義ヲ

方
軌
也
︒
若シ

彼レ

此レ

倶ニ

非ハ

實
義ニ

一
者
︑
其ノ

得逑

如
-
何ソ

︒

︽
訓
︾

問
ひ
て
曰
は
く
︒
�
無
量
寿
経
�
に

特
に
こ
の
�
経
�
を
留
め
て
止
住
せ
し
む
る
こ
と
百
歳(

13
)

︿
文
﹀
︒

と
云
ふ
︒
も
し
︑
余
経
を
兼
ぬ
れ
ば
�
特
留
�
と
云
ふ
べ
か
ら
ず
︒
い
か
ん
ぞ
︒

答
ふ
︒
教
体
は
無
相
な
り
︒
何
ぞ
巻
軸
に
滞
ら
ん
︒
も
し
︑
弥
陀
の
願
力
に
よ

り
て
留
ま
ら
ば
︑
即
ち
是
れ
弥
陀
一
教
の
止
住
な
り
︒
更
に
巻
数
の
加
減
を
守
る

こ
と
な
か
れ
︒
何
ぞ
必
ず
し
も
余
経
の
名
を
立
て
ん
や
︒
た
だ
し
︑
こ
の
義
は
︑

必
ず
し
も
定
め
て
執
せ
ず
︒
も
し
︑
道
理
に
非
ざ
れ
ば
︑
且
く
汝
が
非
理
の
執
に

対
し
て
︑
我
も
ま
た
非
理
の
難
を
致
す
と
せ
ん
︒
是
れ
�
婆
沙
論
�
の
一
の
問
答(

14
)

の
例
法
と
す
︒
理
を
尽
す
妙
術
︑
義
を
顕
す
方
軌
な
り
︒
も
し
︑
か
れ
・
こ
れ
倶

に
実
義
に
非
ず
ん
ば
︑
そ
の
得
失
︑
い
か
ん
ぞ
︒

註(
13
)
�
無
量
寿
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
二
︑
二
七
九
頁
上
︒

(
14
)
︻
参
考
︼
�
阿
毘
達
磨
大
毘
婆
沙
論
�
︑
�
大
正
蔵
�
二
七
︑
二
二
一
頁
中
～
二
二

二
頁
︒

︽
翻
刻
︾

謂ク

︒
若シ

︻
二
七
丁
ウ
︼
以
飲
滅ル

ヲ

爲セ
ハ

飲
留ト

︑
我ハ

有ン

壱

莟

心ノ

之
得
一︒
亦
有ラ

ム
鰯

勇イ
サ
マ
ス壱

行
人ヲ

一

之
益
茨︒
若シ

以
飲
留ヲ

爲セ
ハ

飲
滅ス

ト︑
汝ハ

有ン

壱
無キ

飲
情ケ

之事

ト
カ

一︑
亦ハ

深
法
非ラ

ム
壱
我カ

分ニ

一︒
經ニ福

ニ

云フ

斯
由

阿
弥
陀
願
力
如
是
果
一︒
汝
爲ラ

ハ
壱
西
方ノ

導
師
一
者ハ

︵
マ
マ
︶

︑
須ク

飲
顯
壱-
揚ス

此ノ

經
典ヲ

一︒
然ニ

抑フ
ル

壱
諸
人

欣
樂ノ

心ヲ

一︒
此レ

豈
非ス

溢
違
壱-
害ス

ル
ニ

弥
陀ノ

願
力ニ

一
乎ヤ

︒
悲
哉
悲
哉
︒

︽
訓
︾

謂
は
く
︒
も
し
︑
滅
す
る
を
以
て
留
む
と
せ
ば
︑
我
は
遊
心
の
得
あ
ら
ん
︒
ま

た
行
人
を
勇い

さ

ま
す
の
益
あ
ら
ん
︒

も
し
︑
留
む
る
を
以
て
滅
す
と
せ
ば
︑
汝
は
情
け
無
き
の
愆と

が

あ
ら
ん
︒
ま
た
は
︑

深
法
︑
我
が
分
に
非
ざ
ら
ん
︒
�
経
�
に
既
に
云
ふ
︒

斯
由
阿
弥
陀
願
力
如
是
果(

15
)

汝
︑
西
方
の
導
師
た
ら
ば
︑
す
べ
か
ら
く
こ
の
経
典(

16
)

を
顕
揚
す
べ
し
︒
し
か
る

に
︑
諸
人
の
欣
楽
の
心
を
抑
ふ
る
︒
こ
れ
︑
豈
に
︑
弥
陀
の
願
力
に
違
害
す
る
に

非
ら
ず
や
︒
悲
し
い
か
な
︒
悲
し
い
か
な
︒

註(
15
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
五
頁
上
︒

(
16
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︒

︽
翻
刻
︾

聞ケ
ハ

壱
比
丘
聞
此農

悲
泣
而
雨撃

等ノ

金
言ヲ

一︑
雖
壱
破
戒ノ

質ナ
リ
ト一︑
悲撃

洗ヒ

飲
面ヲ

︑
雖
壱
無
慙ノ

心ナ
リ
ト一︑

幗

喜
剰レ

リ
飲
身ニ

︒
汝
對乄

壱
此
經ニ

一︑
強ニ

勘フ
ル

壱
滅
時ノ卯

益ヲ

一︒
為セ

ム
飲
有ト

ヤ
壱
何ノ

詮
一
乎ヤ

︒
無
飲
情
之
至リ

明
恵
撰
�
摧
邪
輪
�
巻
中

訓
・
註

試
稿
︵
五
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶

八
五



不
飲
可
壱
稱
計ス

一︒
設ヒ

雖
壱
師
子
虎娼

ナ
リ
ト一︑

聞カ
ハ

壱
此
金
言ヲ

一︑
蓋ソ

飲
生セ

壱
哀
悲ヲ

一
乎ヤ

︒
此ノ

事
匪セ

ハ
壱

慌
-
爾ニ

一
也
︒
設ヒ

雖
溢
汝
自ラ

不ス
ト

壱
覺
-
悟セ

一︑
決
-
定
被レ

テ
溢
執
壱-
縛セ

天
魔ニ

一︑
出ス

壱
此ノ

不
忍ノ

之
言ヲ

一
也
︒

︽
訓
︾

�
比
丘
聞
此
経
︑
悲
泣
而
雨
涙(

17
)

�
等
の
金
言
を
聞
け
ば
︑
破
戒
の
質(

18
)

な
り
と
雖
も
︑

悲
涙
︑
面
を
洗
ひ
︑
無
慙
の
心
な
り
と
雖
も
︑
歓
喜
︑
身
に
剰
れ
り
︒
汝
︑
こ
の

�
経(

19
)

�
に
対
し
て
︑
強
ち
に
︑
滅
時
の
損
益
を
勘
ふ
る
︑
何
の
詮
あ
り
と
や
せ
ん

や
︒
情
な
き
の
至
り
︑
称
計
す
べ
か
ら
ず
︒
た
と
ひ
︑
師
子
・
虎
狼
な
り
と
雖
も
︑

こ
の
金
言
を
聞
か
ば
︑
な
ん
ぞ
哀
悲
を
生
ぜ
ざ
る
や
︒
此
の
事
︑
直
爾
に
非
ざ
る

な
り
︒
た
と
ひ
︑
汝
︑
自
ら
覚
悟
せ
ず
と
雖
も
︑
决
定
し
て
天
魔
に
執
縛
せ
ら
れ

て
︑
こ
の
不
忍
の
言
を
出
す
な
り
︒

註(
17
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
五
頁
上
︒

(
18
)
�
質
︵
ぜ
つ
︶
�
︑
か
た
ち
あ
る
も
の
・
物
質
・
事
物
そ
れ
自
体
・
本
質
・
も
ち

ま
え
・
特
質
︵
�
中
仏
�
中
︑
一
〇
一
〇
頁
︶
︒

(
19
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︒

︽
翻
刻
︾

即
如シ

壱
此ノ農

ニ

言カ

一︑
爾ノ

時ニ

︻
三
五
二
頁
上
︼
迦
葉
婆
羅
門
復
白テ

飲
佛ニ

言ク

︒
希
有ナ

リ摶

尊
︑

若シ

諸ノ

衆
-
生
︑
︻
二
八
丁
オ
︼
無ク

ト
モ飲

有コ
ト

壱
智
r
一︑
若シ

聞カ
ム

壱
如キ

ノ
飲
是ノ

無
上
無
邊ヲ

一︑
乃
至
如キ

飲
是ノ

等ノ

衆
生
︑
當
無ク

ト
モ

飲
有コ

ト
壱
智
r
一︑
若シ

如キ

飲
是ノ

等ノ

無
邊
無
上ノ

修
多
羅ヲ

聞キ
ヽ

-
已ラ

ハ︑
不サ

ラ
ム

鰯
能ハ

芋

於テ

此ノ

法ノ

中ニ

不コ
ト

院
生セ

壱
堅
固ノ

樂
欲ヲ

一︒
大
德摶

尊
︑
有テ

カ
壱
何ノ

因
縁
一︑福

ニ

有ラ
ム
ニ壱

如ノ

飲
是ノ

妙
法
一︑

然モ

彼ノ

衆
生
而モ

當ニ

壱
虚ク襠

ス
ク

一
也ヤ

︒蕃

ノ

時ニ

佛
告テ

彼ノ

婆
羅
門ニ

一
言ク

︒
此ノ

三
千
大
千摶

界ニ

有リ

鰯
百

倶
致
︿
凢
言
倶
致
者
随
数
千
萬
﹀
諸
魔
宮輟

茨︑
彼ノ

一
一ノ

魔ニ

有テ

壱
倶
致
數ノ

魔
衆禪

属
一︑

圍勹

セ
リ

彼ノ

諸ノ

魔
軍ヲ

一︒
常ニ審

テ

方
便ヲ

一
欲テ

飲
滅セ

ム
ト壱

此ノ

經ヲ

一︑
作ス

壱
種
種ノ

因
縁ヲ

一︒
彼ノ

因
縁
︑
隨テ

壱

所
在ノ

處ニ

一︑
作ス

諸ノ

障
㝵ヲ

一︒
所
以
者ハ

何ト
ナ
ラ
ハ
︑

若タ
ト

-
以ヒ

三
千
大
千摶

界ノ

所
有ノ

衆
生
︑
悉ク

得ト
モ

壱

於
阿
羅
漢
果ヲ

一︑
若シ

有テ

壱
善
男
子
善
女
人
一︑
聞キ

ヽ

此ノ

修
多
羅ヲ

一
巳ラ

ハ︑
當ニシ

飲
發ス

壱
阿
耨
多
羅

三
藐
三
菩
提
心ヲ

一︒
婆
羅
門
以テ

壱
是ノ

因
縁ヲ

一︑扎

テム

鰯
︻
二
八
丁
ウ
︼
倶
致
數ノ

諸
魔ヲ

一

審

壱-
求シ

テ

方
-
便ヲ

一
欲セ

院
滅ム

ト
壱
此ノ

經ヲ

一︒
所
-
以
者
何ナ

ラ
ハ︑

此ノ

修
多
羅ハ

是レ

一
切
諸
法ノ

種
姓
根
本ナ

リ
ト︒

以
壱

是ノ

義ヲ

一
故ニ

︑
倶
致ノ

諸
魔
︑審

壱
求シ

テ方
便ヲ

一︑
欲ス

飲
滅セ

ム
ト壱
此ノ農

ヲ

一
︿
巳

︵
マ
マ
︶上
﹀
︒

︽
訓
︾

即
ち
︑
こ
の
�
経
�
に
言
ふ
が
ご
と
し
︒

そ
の
時
に
迦
葉
婆
羅
門
︑
ま
た
︑
仏
に
白
し
て
言
は
く
︒
希
有
な
り
世
尊
︒

も
し
も
ろ
も
ろ
の
衆
生
︑
智
r
あ
る
こ
と
な
く
と
も
︑
も
し
是
の
ご
と
き
の

無
上
無
辺
を
聞
か
ん
︒
乃
至
︑
是
の
ご
と
き
等
の
衆
生
︑
ま
さ
に
智
r
あ
る

こ
と
な
く
と
も
︑
も
し
︑
是
の
ご
と
き
ら
の
無
辺
無
上
の
修
多
羅
を
聞
き
已

ら
ば
︑
こ
の
法
の
中
に
お
い
て
︑
堅
固
の
楽
欲
を
生
ぜ
ざ
る
こ
と
能
は
ざ
ら

ん
︒
大
徳
世
尊
︑
何
の
因
縁
あ
り
て
か
︑
既
に
是
の
ご
と
き
の
妙
法
あ
ら
ん

に
︑
し
か
も
か
の
衆
生
︑
し
か
も
ま
さ
に
虚
し
く
過
ぐ
べ
き
や
︒

そ
の
時
に
仏
︑
か
の
婆
羅
門
に
告
げ
て
言
は
く
︒
こ
の
三
千
大
千
世
界
に
︑

百
倶
致
︿
凡
そ
倶
致
と
言
ふ
は
︑
数
︑
千
万
に
随
ふ
﹀
の
も
ろ
も
ろ
の
魔
の

宮
殿
あ
り
︒
か
の
一
一
の
魔
に
︑
倶
致
数
の
魔
衆
・
眷
属
あ
り
て
︑
か
の
も

ろ
も
ろ
の
魔
軍
を
囲
遶
せ
り
︒
常
に
方
便
を
勤
め
て
︑
こ
の
�
経
�
を
滅
せ

ん
と
欲
し
て
︑
種
種
の
因
縁
を
作
す
︒
か
の
因
縁
︑
所
在
の
処
に
随
ひ
て
諸

の
障
碍
を
作
す
︒
所
以
は
︑
何
ん
と
な
ら
ば
︑
た
と
ひ
︑
三
千
大
千
世
界
の

佛
教
大
学
法
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仏
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研
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セ
ン
タ
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紀
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所
有
の
衆
生
︑
こ
と
ご
と
く
阿
羅
漢
果
を
得
と
も
︑
も
し
︑
善
男
子
・
善
女

人
あ
り
て
︑
こ
の
修
多
羅
を
聞
き
巳
ら
ば
︑
ま
さ
に
︑
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
心
を
発
す
べ
し
︒

婆
羅
門
︑
こ
の
因
縁
を
以
て
︑
倶
致
数
の
諸
魔
を
し
て
︑
方
便
を
勤
求
し
て
︑

こ
の
�
経
�
を
滅
せ
ん
と
欲
せ
し
む
︒
所
以
は
︑
何
ん
と
な
ら
ば
︑
こ
の
修

多
羅
は
︑
是
れ
�
一
切
諸
法
の
種
姓
根
本
な
り
�
と
︒
こ
の
義
を
以
て
の
故

に
︑
倶
致
の
諸
魔
︑
方
便
を
勤
求
し
て
︑
こ
の
�
経
�
を
滅
せ
ん
と
欲
す(

20
)

︒

︿
巳

︵
マ
マ
︶上

﹀
︒

註(
20
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
五
頁
下
︒

︽
翻
刻
︾

悉

曰
︒
此ノ

中ニ

言
壱
皆
悉
得
於
阿
羅
漢
果ト

一
者ハ

︑
小
乗
極
果ノ

聖
者
︑
指ス

鰯
難キ

飲
發シ

壱
大
乗ノ

菩
提
心ヲ

一
人ヲ

茨
也
︒
設ヒ

三
千
大
千
界ノ

衆
生
︑
皆
悉ク埋

ト
モ

飲
證ス

ト
壱
此ノ

小
果ヲ

一︑
聞カ

壱
此ノ

經ヲ

一
者ハ

︑

可シ

飲
發ス

壱

大
乗ノ

菩
提
心ヲ

一︒
以テ

ノ
飲
有ル

ヲ
壱

此ノ

功
力
一

故ニ

︑
諸
魔
依テ

飲
障
壱

㝵ス
ル
ニ

菩
提
心ヲ

一︑贖
ニス

ル

飲
破
壱-
滅セ

ム
ト

此ノ

經ヲ

一
也
︒
此ノ

經ハ

即
菩
提
心農

ノ

根
本
也
︒
婆
羅
門
請
問ノ

語ニ

云
︒
有テ

カ

何ノ

因

縁
一︑福

ニ

有ラ
ム
ニ壱

如
飲
是ノ

妙
法
一︑
然モ

彼ノ

衆
生
而
當ニ

壱
虚ク襠

ク

一
也
︿
文
﹀
︒

︽
訓
︾

解
し
て
曰
は
く
︒
此
の
中
に
�
皆
悉
得
於
阿
羅
漢
果(

21
)

�
と
言
ふ
は
︑
小
乗
極
果

の
聖
者
︑
大
乗
の
菩
提
心
を
発
し
難
き
人
を
指
す
な
り
︒
た
と
ひ
︑
三
千
大
千
界

の
衆
生
︑
皆
こ
と
ご
と
く
こ
の
小
果
を
証
す
と
雖
も
︑
こ
の
�
経
�
を
聞
か
ば
︑

大
乗
の
菩
提
心
を
発
す
べ
し
︒
こ
の
功
力
あ
る
を
以
て
の
故
に
︑
諸
魔
︑
菩
提
心

を
障
碍
す
る
に
よ
り
て
︑
ま
さ
に
こ
の
�
経
�
を
破
滅
せ
ん
と
す
る
な
り
︒
こ
の

�
経
�
は
︑
即
ち
�
菩
提
心
経
�
の
根
本
な
り
︒
婆
羅
門
請
問
の
語
に
云
は
く
︒

何
の
因
縁
あ
り
て
か
︑
既
に
是
の
ご
と
き
の
妙
法
あ
ら
ん
に
︑
し
か
も
︑
か

の
衆
生
︑
ま
さ
に
虚
し
く
過
ぐ
べ
き
な
り(

22
)

︿
文
﹀
︒

註(
21
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
五
頁
下
～
八
九
六
頁
上
︒

(
22
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
五
頁
下
︒

︽
翻
刻
︾

次ニ

佛欝

如シ

飲
此ノ

︒
汝
爲シ

テ

壱

佛
弟
子ト

一︑
何ソ

無ク
シ
テ壱

樂
欲
一︑
然モ

作ス

壱

此ノ存

ヲ

一︒
即
如シ

壱

經ニ存

カ

一︒

被ラ
ル

溢
迷
壱-
乱セ

彼ノ

倶自

數ノ

魔
-
儻ニ

一
也
︒
此ノ

經
不ス

飲
待タ

壱
法
滅ノ

時ヲ

一︑
依テ

︻
二
九
丁
オ
︼
汝カ

邪

言ニ

一
速ニ

可シ

飲
滅ス

︒
雖
飲
然
如
來
爲ニ

飲
防カ

壱
此ノ

障
難ヲ

一︑存

テ

壱
破
魔
衆
會
陀
羅
尼ヲ

一︑
加
壱-
持シ

玉
フ

之ヲ

一︒
即
如シ

壱
此ノ

經ニ

云カ

一︒粢

ノ

時ニ

佛
告ハ

ク
壱
婆
羅
門ニ

一︑碑

有
壱
修
多
羅
一︑
名テ

曰
壱
破
魔
衆
會ト

一︒

汝
等
受
持
讀
誦セ

ハ︑
即
得ン

飲
破ス

ル
ヿ
ヲ

壱

魔
天
衆
會ヲ

一︒
︿
乃
至
﹀粢

時ニ摶

尊
︑
︻
三
五
二
頁

下
︼
即存

テ

壱
陀
羅
尼ヲ

一
曰ク

︿
云
云
﹀
︒

︽
訓
︾

次
に
仏
答
︑
か
く
の
ご
と
し
︒
汝
︑
仏
弟
子
と
し
て
︑
何
ぞ
楽
欲
な
く
し
て
︑

し
か
も
こ
の
説
を
作
す
︒
即
ち
�
経
�
に
説
く
が
ご
と
し
︒
か
の
倶
胝
数
の
魔
儻

に
迷
乱
せ
ら
る
な
り
︒
こ
の
�
経
�
︑
法
滅
の
時
を
待
た
ず
︑
汝
が
邪
言
に
よ
り

て
速
や
か
に
滅
す
べ
し
︒
し
か
り
と
雖
も
︑
如
来
︑
こ
の
障
難
を
防
が
ん
が
為
に
︑

明
恵
撰
�
摧
邪
輪
�
巻
中

訓
・
註

試
稿
︵
五
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶

八
七



�
破
魔
衆
会
陀
羅
尼
�
を
説
き
て
︑
こ
れ
を
加
持
し
た
ま
ふ
︒
即
ち
こ
の
�
経
�

に
云
ふ
が
ご
と
し
︒

そ
の
時
に
︑
仏
︑
婆
羅
門
に
告
げ
た
ま
は
く
︒
今
︑
修
多
羅
あ
り
︒
名
づ
け

て
�
破
魔
衆
会
�
と
曰
ふ
︒
汝
ら
受
持
・
読
誦
せ
ば
︑
即
ち
︑
摩
天
衆
会
を

破
す
る
こ
と
を
得
ん
︒
︿
乃
至
﹀
そ
の
時
に
世
尊
︑
即
ち
︑
陀
羅
尼
を
説
き

て
曰
は
く(

23
)

︑
と
云
云
︒

註(
23
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
五
頁
下
～
八
九
六
頁
上
︒

︽
翻
刻
︾

當ニシ

飲
知
︒
汝
雖レ

作ト

壱
邪存

ヲ

一︑
此
經
典
不ル

ハ
飲
滅セ

者
︑
依テ

壱
此ノ噸

羅
尼ノ

威
力ニ

一
也
︒碑

爲ノ

溢

加
壱-
持セ

ン
カ

汝
魔
縛ヲ

一
故
︑
雖レ

須クヘ
シ
ト飲唱フ

壱
陀
羅
尼ヲ

一︑
其
秘
密
章
句
︑
不
飲
可
飲
不ハ

ア
ル
レ

密
︒

若シ

不乄

溢
傳
壱
受
灌
頂
阿
闇
梨ニ

一
而
自
諷
壱-
誦ス

レ
ハ

之ヲ

一︑
師
弟
倶ニ

得
壱
重
罪ヲ

一︒
恐ル

カ
壱
男
子
女
人

輙ク

諷
誦セ

ム
ヿ
ヲ

一

故ニ

不
飲
出
飲
之ヲ

︒
如
來福

ニ

云
壱
知ト

壱
樂
欲ノ

人ノ

所
行
名
字ヲ

一︑
亦
可
飲
知
鰯
不ル

壱
樂

欲セ

一
人ノ

所
行
名
字ヲ

茨︒
爲ニ

飲
防カ

壱
彼ノ

障
難ヲ

一

存

ト
云
ヘ
リ

壱

陀
羅
尼ヲ

一︒
當碑

ノ

男
子
女
人
︑
須クキ

飲
持
壱-

念
此ノ

陀
羅
尼ヲ

一
也
︒
汝福

ニ

有リ

壱
此ノ

︻
二
九
丁
ウ
︼
大襠

一︑
聖
道
浄
土
二
門ノ

行
者
︑
先

須クシ

溢
遠
壱-
離
汝ヲ

一︒
次ニ

可キ

弃
壱
捨ス

此ノ

選
擇
集ヲ

一
也
︒

︽
訓
︾

ま
さ
に
知
る
べ
し
︒
汝
︑
邪
説
を
作
す
と
雖
も
︑
こ
の
経
典
滅
せ
ざ
る
は
︑
こ

の
陀
羅
尼
の
威
力
に
よ
り
て
な
り
︒
今
︑
汝
の
魔
縛
を
加
持
せ
ん
が
為
の
故
に
︑

す
べ
か
ら
く
陀
羅
尼
を
唱
ふ
べ
し
と
雖
も
︑
そ
の
秘
密
章
句
︑
密
せ
ず
は
あ
る
べ

か
ら
ず
︒
も
し
︑
灌
頂
阿
闍
梨
に
伝
受
せ
ず
し
て
︑
自
ら
こ
れ
を
諷
誦
す
れ
ば
︑

師
弟
倶
に
重
罪
を
得
︒
男
子
・
女
人
︑
輙
く
諷
誦
せ
ん
こ
と
を
恐
る
る
が
故
に
こ

れ
を
出
さ
ず
︒
如
来
︑
既
に
�
楽
欲
の
人
の
所
行
名
字
を
知
る(

24
)

�
と
云
ふ
︒
ま
た

楽
欲
せ
ざ
る
人
の
所
行
名
字
を
知
る
べ
し
︒
�
か
の
障
難
を
防
が
ん
が
為
に
陀
羅

尼
を
説
く
�
と
云
へ
り
︒
当
今
の
男
子
・
女
人
︑
す
べ
か
ら
く
こ
の
陀
羅
尼
を
持

念
す
べ
き
な
り
︒

汝
︑
既
に
此
の
大
過
有
り
︒
聖
道
・
浄
土
︑
二
門
の
行
者
︑
ま
づ
す
べ
か
ら
く
︑

汝
を
遠
離
す
べ
し
︒
次
に
こ
の
�
選
択
集
�
を
棄
捨
す
べ
き
な
り
︒

註(
24
)
�
出
生
菩
提
心
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
七
︑
八
九
四
頁
中
～
下
︒

︽
翻
刻
︾

從リ

飲
此レ

第
五ニ

破セ
ハ

鰯
菩
提
心
云フ

飲
抑ト

念
佛ヲ

一

襠

ヲ

茨
者
︑
集ニ

曰ク

︒

釋
尊
不乄

飲
付
壱-
属
定
散
諸
行
一︑
唯
以テ

壱
念
佛ヲ

一
付
壱
属ス

ル

阿
難ニ

一
之
文
︒

觀
無
量
壽
經
云
︒
佛
告
壱
阿
難
一︒
汝
好ク

持
壱
是ノ

語ヲ

一︒
持ト

ハ
壱
是
語ヲ

一
者
︑
即
是
持ナ

リ
壱
無
量

壽
佛ノ

名ヲ

一︒

同
經踵

云
︒
從
壱
佛
告
阿
難
汝
好
持
是
語ト

云
一
以
下ハ

︑
正
明ス

鰯
付
壱-
属シ

テ

弥
陀ノ

名
号
一
流
芋-

通ス
ル
ヿ
ヲ

於
遐
代
茨︒
上
來埋

飲

存

ト

壱
定
散円

門
之
益ヲ

一︑
望ニ

壱
佛
本
願
一︑
意ハ

在
溢
衆
生ヲ

シ
テ

一

向ニ

專
壱
稱セ

シ
ム
ル
ニ

弥噸

佛
名ヲ

一︒

︽
訓
︾

こ
れ
よ
り
︑
第
五
に
�
菩
提
心
念
仏
を
抑
ふ
�
と
云
ふ
を
破
せ
ば
︑
�
集
�
に

曰
は
く
︒

佛
教
大
学
法
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釈
尊
︑
定
・
散
の
諸
行
を
付
属
せ
ず
し
て
︑
た
だ
念
仏
の
み
を
以
て
阿
難
に

付
属
す
る
の
文

�
観
無
量
寿
経
�
に
云
は
く
︒
�
仏
︑
阿
難
に
告
げ
た
ま
は
く
︒
汝
︑
好
く

是
の
語
を
持
て
︑
是
の
語
を
持
て
と
は
︑
即
ち
是
れ
無
量
寿
仏
の
名
を
持
て

と
な
り(

25
)

�
︒

�
同
経
の
疏
�
に
云
は
く
︒
�
仏
告
阿
難
汝
好
持
是
語
�
と
云
ふ
よ
り
以
下

は
︑
正
し
く
︑
弥
陀
の
名
号
を
付
属
し
て
︑
遐
代
に
流
通
す
る
こ
と
を
明
か

す
︒
上
来
︑
定
・
散
両
門
の
益
を
説
く
と
雖
も
︑
仏
の
本
願
を
望
む
る
に
︑

意
は
衆
生
を
し
て
一
向
に
弥
陀
仏
名
を
専
称
せ
し
む
る
に
在
り(

26
)

�

註(
25
)
�
観
無
量
寿
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
二
︑
三
四
六
頁
中
︒

(
26
)
�
観
経
疏
�
︑
�
大
正
蔵
�
三
七
︑
二
七
八
頁
上
︒

︽
翻
刻
︾

私
云
︒
○
次
散
善ノ

中ニ

有
壱
大
小
持
戒ノ

行
一︒摶

皆
以オ

モ
ヘ
ラ
ク

-
爲
︒
持
-
戒ノ

行ト

︻
三
〇
丁
オ
︼

者ハ

是レ

入
真ノ

要
也
︒
破
戒ノ

之
者
不
飲
可
壱
徃
生
一︒
又
有
壱
菩
提
心ノ

行
一
人
皆オ

モ
ヘ
ラ
ク

-
爲
︒
菩
提

心ハ

是レ

浄
土ノ

綱
要ナ

リ︒
若シ

無ク
ハ

壱
菩
提
心
一
者
︑
即
不
可
壱
徃
生ス

一︒
又
有悉

第
一
義ノ

行
︑
此レ

ハ

是
理
觀
也
︒
人
亦
以
-
爲ク

︒
○
若
無ハ

壱
理
觀
一
者
不ス

飲
可
壱
徃
生ス

一︒
又
有
壱
讀
誦
大
乗ノ

行
一
人
皆
以
-
爲ク

︒
讀
壱
誦シ

テ

大
乗
經ヲ

一
即チ

可シ

壱
徃
生ス

一︒
若シ

無ク
ハ

讀
誦ノ

行
一
者
不ス

飲
可
壱
徃
生ス

一︒

○
凡ソ

散
善ノ

十
一
人
︑
皆ナ

雖ト
モ

飲
貴ト

︑
而
於テ

壱
其ノ

中ニ

一
此ノ

四
箇ノ

行
︑
當
-摶

ノ

之
人ノ

殊ニ

所ノ

飲
欲ス

ル

之
行
也
︒
以テ

ハ

此
等ノ

行ヲ

一︑
殆
抑フ

壱
念
佛ヲ

一︒
︿
巳

︵
マ
マ
︶上

集
文
﹀
︒

︽
訓
︾私

に
云
は
く
○

次
に
︑
散
善
の
中
に
大
小
持
戒
の
行
あ
り
︒
世
皆
お
も
へ
ら
く
︒
持
戒
の
行

と
は
是
れ
入
真
の
要
な
り
︒
破
戒
の
者
は
往
生
す
べ
か
ら
ず
︒
ま
た
菩
提
心

の
行
あ
り
︒
人
皆
お
も
へ
ら
く
︒
菩
提
心
は
是
れ
浄
土
の
綱
要
な
り
︒
も
し

菩
提
心
な
く
ん
ば
︑
即
ち
往
生
す
べ
か
ら
ず
︒
ま
た
解
第
一
義
の
行
あ
り
︒

こ
れ
は
是
れ
理
観
な
り
︒
人
ま
た
お
も
へ
ら
く
○

も
し
︑
理
観
無
く
ん
ば
︑
往
生
す
べ
か
ら
ず
︒
ま
た
読
誦
大
乗
の
行
あ
り
︒

人
皆
お
も
へ
ら
く
︒
大
乗
経
を
読
誦
し
て
︑
即
ち
︑
往
生
す
ベ
し
︒
も
し
︑

読
誦
の
行
無
く
ん
ば
︑
往
生
す
べ
か
ら
ず
○

凡
そ
散
善
の
十
一
︑
人
皆
貴
ぶ
と
雖
も
︑
そ
の
中
に
お
い
て
︑
こ
の
四
箇
の

行
︑
当
世
の
人
の
殊
に
欲
す
る
と
こ
ろ
の
行
な
り
︒
こ
れ
ら
の
行
を
以
て
は
︑

殆
ど
念
仏
を
抑
ふ(

27
)

︿
巳

︵
マ
マ
︶上

�
集
�
文
﹀
︒

註(
27
)
�
選
択
本
願
念
仏
集
�
�
第
十
二
章
�
︑
�
昭
法
全
�
三
三
八
頁
～
︒

︽
翻
刻
︾

︻
三
五
三
頁
上
︼
決
曰
︒
先ツ

須クシ

溢
辨
-
定ス

壱
念
佛
定
散ノ

義ヲ

一︒
問
曰
︒
依ニ

善
導ノ

意ニ

一︑碑
所ノ

飲
言フ

念
佛ト

者ハ

︑
爲セ

ム

壱
是
定
善ト

ヤ
一︑
亦
爲
散
善ト

ヤ
一
耶
︒
設ヒ

爾ラ
ハ

何ノ逑

ア
ラ
ム︒円

-
方
倶ニ

不
審
︒

若
云ハ

溢
為ス

ト

壱
定
善ト

一
者ハ

︑
觀農

ノ踵

ニ

以テ
ハ

壱
十
三
定
觀ヲ

一
名ク

定
善ト

一︑
以テ

ハ
壱
三
︻
三
〇
丁
ウ
︼
福

九
品ヲ

一
名ク

壱
散
善ト

一︒
於テ

彼ノ

九
品ノ

中ニ

一
所ロ

飲

存

ク

壱
稱
名ノ

行ヲ

一
也
︒
豈ニ

爲セ
ム

壱
定
善ト

一
乎ヤ

︒
若シ

云イ
ハ

溢

明
恵
撰
�
摧
邪
輪
�
巻
中

訓
・
註

試
稿
︵
五
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶

八
九



爲ト

壱
散
善ト

一
者
︑
善
導ノ悉

釋ニ

引テ

文
殊
般
若
經
等ノ

文
︑
多ク

爲ス

定
善ノ

加
行ト

一︒
稱
名
純
熟セ

ム

位ニ

必ス

可カ

飲
得
壱
心
念
成
熟ヲ

一
故ニ

︒
又
觀
經
弁ニ

觀
佛
三
昧
經
等ニ

︑
觀
佛
三
昧
︑
念
佛
三

昧
︑
其ノ

體
是
無シ

差
別
一︒
善
導ノ悉

釋
亦
以テ

同
飲
之
︒
又
善
導
於テ

稱
名ノ

行ニ

一
立ツ

念
佛
三
昧ノ

名ヲ

一︒
何カ

可キ

成
立ス

一
耶
︒

︽
訓
︾

決
し
て
曰
は
く
︒
ま
づ
す
べ
か
ら
く
念
仏
定
・
散
の
義
を
弁
定
す
ベ
し
︒

問
ひ
て
曰
は
く
︒
善
導
の
意
に
よ
る
に
︑
今
言
ふ
と
こ
ろ
の
念
仏
と
は
︑
是
れ

定
善
と
や
せ
ん
︑
ま
た
散
善
と
や
せ
ん
や
︒
た
と
ひ
し
か
ら
ば
︑
何
の
失
あ
ら
ん
︒

両
方
倶
に
不
審
︒
も
し
�
定
善
と
す
�
と
云
は
ば
︑
�
観
経
の
疏
�
に
︑
十
三
定

観
を
以
て
は
定
善
と
名
づ
く
︒
三
福
・
九
品
を
以
て
は
散
善
と
名
づ
く(

28
)

︒
か
の
九

品
の
中
に
お
い
て
称
名
の
行
を
説
く
と
こ
ろ
な
り
︒
豈
に
定
善
と
せ
ん
や
︒
も
し

�
散
善
と
す
�
と
云
は
ば
︑
善
導
の
解
釈(

29
)

に
�
文
珠
般
若
経
�
等
の
文(

30
)

を
引
き
て
︑

多
く
�
定
善
の
加
行
�
と
す
︒
称
名
純
熟
せ
ん
位
に
︑
必
ず
心
念
成
熟
を
得
べ
き

が
故
に
︒
ま
た
�
観
経
�
な
ら
び
に
�
観
仏
三
昧
経
�
等
に
︑
観
仏
三
昧
・
念
仏

三
昧
︑
そ
の
体
是
れ
差
別
な
し
︒
善
導
の
解
釈
も
ま
た
以
て
こ
れ
に
同
じ
︑
ま
た

善
導
︑
称
名
の
行
に
お
い
て
念
仏
三
昧
の
名
を
立
つ
︒
い
か
ん
が
成
立
す
べ
き
や
︒

註(
28
)
�
観
経
疏
�
︑
�
大
正
蔵
�
三
七
︑
二
四
七
頁
中
︒

(
29
)
�
観
念
法
門
�
︑
�
大
正
蔵
�
四
七
︑
二
七
頁
上
︒
�
往
生
礼
讃
�
︑
�
大
正
蔵
�
四

七
︑
四
三
九
頁
上
︒

(
30
)
�
文
殊
般
若
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
八
︑
七
三
一
頁
中
︒

︽
翻
刻
︾

欝

︒
立コ

ト

念
佛
三
昧ノ

名ヲ

一
者ハ

︑
是レ

名ク
ル

壱
於
定
善ニ

一
也
︒
然ニ

称
名ト

者ハ

是レ

念
佛
三
昧ノ

加
行
也
︒

雖モ

溢
称
名ノ

位ハ

是レ

為ス
ト

壱
散
善ト

一︑
從ヘ

テ

根
本ニ

一
立テ

ヽ
飲
名テ

云フ

念
佛
三
昧ト

一
也
︒
是ノ

故ニ

從ヘ
テ

其ノ

根
本ニ

壱

︵
マ
マ
︶

言ヘ
ハ

飲
之ヲ

︑
攝ス

ル

定
善ニ

一
也
︒暫

シ
テ

分
壱-
別ス

ル
ニ

定
散ヲ

一
有
四
句
︒
一ハ

唯
散ニ

シ
テ

非ス

飲
定ニ

︒

謂ク

︒摶

間
孝
養
父
母
等ノ

善
乃
至
出
世杣

佛
造
塔
等ノ

善
︒
二ハ

唯
︻
三
一
丁
オ
︼
定ニ

シ
テ

非ス

散ニ

︒
謂
︒
諸
定ノ

根
本
心
︒
三
有リ

飲
通ス

ル
壱
定
散ニ

一︒
謂ク

︒
諸
定ノ

加
行
善
︒
四ハ

非ス

定
善ニ

非ス

散
善ニ

一︒
謂ク

︒
不
善
無
記ノ

法
是
也
︒

︽
訓
︾

答
ふ
︒
念
仏
三
昧
の
名
を
立
つ
る
こ
と
は
︑
是
れ
定
善
に
名
づ
く
る
な
り
︒
し

か
る
に
︑
称
名
と
は
是
れ
念
仏
三
昧
の
加
行
な
り
︒
称
名
の
位
は
是
れ
散
善
と
す

と
雖
も
︑
根
本
に
従
へ
て
名
を
立
て
て
︑
�
念
仏
三
昧
�
と
云
ふ
︒
是
の
故
に
︑

そ
の
根
本
に
従
へ
て
こ
れ
を
言
へ
ば
︑
定
善
に
摂
す
る
な
り
︒

惣
じ
て
定
・
散
を
分
別
す
る
に
︑
四
句
あ
り
︒

一
は
︑
た
だ
散
に
し
て
定
に
あ
ら
ず
︒
謂
は
く
︒
世
間
の
孝
養
父
母
等
の
善
︑

乃
至
︑
出
世
・
礼
仏
・
造
塔
等
の
善
な
り
︒

二
は
︑
た
だ
定
に
し
て
散
に
あ
ら
ず
︒
謂
は
く
︒
諸
定
の
根
本
心
な
り
︒

三
は
︑
定
・
散
に
通
ず
る
あ
り
︒
謂
は
く
︒
諸
定
の
加
行
善
な
り
︒

四
は
︑
定
善
に
あ
ら
ず
︑
散
善
に
あ
ら
ず
︒
謂
は
く
︒
不
善
・
無
記
の
法
︑
是

れ
な
り
︒

︽
翻
刻
︾

於テ

此ノ

中ニ

一︑
就テ

諸
善ニ

一
分
-
別ス

ル
ニ

其ノ

品
類ヲ

一︑
有リ

定
散
二
位
一︒
以テ

ハ
鰯
唯
定ニ

シ
テ

不サ
ル

飲
通セ

飲
散ニ

善ヲ

茨

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
五
号

九
〇



名ク

定
善ト

一︒
以テ

ハ
鰯
唯
散ニ

乄

不サ
ル

飲
通セ

飲
定ニ

善ヲ

茨
名ク

散
善ト

一︒埋

ト
モ

溢

陽

名ハ

通ス
ト

壱
二
位ニ

一︑
定ノ

義ヲ

爲ス

飲
勝タ

リ
ト︒

以テ
ノ

壱
其ノ

根
本
是レ

定ナ
ル
ヲ一

故ニ

︑
攝シ

テ

定
善ニ

一
名ク

ル

念
佛
三
昧ト

一
也
︒
其ノ

義
如シ

第
一
門
決ニ存

カ

一︒

但踵

ニ

九
品
散
善ノ

中ニ

列
飲
之ヲ

者ハ

︑
約ル

ニ
壱
下
輩ノ

臨
-
終
稱
名ノ

人ニ

一︑
不ス

飲
論セ

壱
根
本
得
定ノ

義ヲ

一︑

唯
取ル

ナ
リ壱

至
心
稱
名ノ

義ヲ

一︒
此ハ

約シ
テ

人
位ニ

一
取ル

散
善ノ

義ヲ

︒
若
約セ

壱
善
體ニ

一
者ハ

︑
是レ

攝ス
ル

定
善ニ

一

也
︒

︽
訓
︾

こ
の
中
に
お
い
て
︑
諸
善
に
就
き
て
そ
の
品
類
を
分
別
す
る
に
︑
定
・
散
の
二

位
有
り
︒
た
だ
定
に
し
て
散
に
通
ぜ
ざ
る
善
を
以
て
は
定
善
と
名
づ
く
︒
た
だ
散

に
し
て
定
に
通
ぜ
ざ
る
善
を
以
て
は
散
善
と
名
づ
く
︒

称
名
は
二
位
に
通
ず
る
と
雖
も
︑
定
の
義
を
勝
れ
た
り
と
す
︒
そ
の
根
本
︑
是

れ
定
な
る
を
以
て
の
故
に
︑
定
善
に
摂
し
て
念
仏
三
昧
と
名
づ
く
る
な
り
︒
そ
の

義
︑
第
一
門
决
に
説
く
が
ご
と
し
︒
た
だ
�
疏
�
に
︑
九
品
散
善
の
中
に
こ
れ
を

列
ぬ
る
は
︑
下
輩
の
臨
終
称
名
の
人
に
約
す
る
に
︑
�
根
本
得
定
の
義
�
を
論
ぜ

ず
︒
た
だ
�
至
心
称
名
の
義
�
の
み
を
取
る
な
り
︒
こ
れ
は
人
位
に
約
し
て
︑
散

善
の
義
を
取
る
︒
も
し
︑
善
の
体
に
約
せ
ば
︑
是
れ
定
善
に
摂
す
る
な
り
︒

︽
翻
刻
︾

是ノ

故ニ

︑
觀
經ノ踵

ノ

第
四
散
善
義ニ

云ク

︒
五
從
壱
若
念
佛
者ト

云
一
下
︑
至マ

テ
ヨ
リ

生
諸
佛
家ニ

一
巳

︵
マ
マ
︶-

來ハ

︑
正ク

顯ス

稲

念
佛
三
昧ノ

功
能
超
-
絶乄

︑
實ニ

非ヿ
ヲ

逸

雜
善ヲ

得ニ

溢

為ヿ
ヲ

壱

比
類ト

一
︿
云
云
﹀
︒
此ノ

︻
三
一
丁
ウ
︼
中ニ福

ニ

於テ

散
善
義ノ

中ニ

一
立ツ

三
昧ノ

名ヲ

一︒
此ハ

約テ

善
體ニ

一
立
︻
三
五
三
頁
下
︼ル

名ヲ

一
也
︒
此ノ

義
如シ杣

讃
等ニ

釋ル
カ

一︒
於テ

第
一
門ニ

一
決ス

之ヲ

︒
約テ

人
位ニ

一
取ハ

之ヲ

一︑
終ニ

不カ

飲
發セ

壱
定

心ヲ

一
故ニ

︑
攝ス

ル

散
善ノ

中ニ

一
也
︒

︽
訓
︾

是
の
故
に
︑
�
観
経
の
疏
�
の
第
四
散
善
義
に
云
は
く
︒

五
に
︑
�
若
念
仏
者
�
よ
り
下
︑
�
生
諸
仏
家
�
に
至
る
ま
で
よ
り
已
来
は
︑

正
し
く
︑
念
仏
三
昧
の
功
能
超
絶
し
て
︑
実
に
雑
善
を
比
類
と
す
る
こ
と
を

得
る
に
非
ざ
る
こ
と
を
顕
す(

31
)

︑
と
云
云
︒

こ
の
中
に
︑
既
に
散
善
義
の
中
に
お
い
て
三
昧
の
名
を
立
つ
︒
こ
れ
は
善
体
に

約
し
て
名
を
立
つ
る
な
り
︒
こ
の
義
︑
�
礼
讃
�
等
に
釈
す
る
が
ご
と
し
︒
第
一

門
に
お
い
て
こ
れ
を
決
す
︒
人
位
に
約
し
て
こ
れ
を
取
ら
ば
︑
終
に
定
心
を
発
せ

ざ
る
が
故
に
︑
散
善
の
中
に
摂
す
る
な
り
︒

註(
31
)
�
観
経
疏
�
︑
�
大
正
蔵
�
三
七
︑
二
七
八
頁
上
︒

︽
翻
刻
︾

問
︒
言
三
昧ト

一
者ハ

︑
具ニ

ハ

名ク

三
摩
地ト

一︒
光
法
師ノ

倶
舎
論ノ

記ニ

云ク

︒
梵ニ

ハ

名ク

壱
三
摩
地ト

一︑
此ニ

ハ

云
等
持
一︒
通シ

定
散ニ

一
通ス

三
性ニ

︿
云
云
﹀
︒
爾ラ

者ハ

︑
依テ

飲
云ニ

壱
三
昧ト

一︑
不ス

飲
可ラ

溢
必シ

モ

爲ス

壱
定

善ト

一︒繕

ヤ

散
善ノ

中ニ

出ス

之ヲ

一︒
明ニ

知ヌ

︒
称
-
名ハ

唯
爲ス

散
善ト

一︒
何ソ

以テ

定
善ヲ

一
可キ

飲
言フ

溢
爲ト

壱
本ト

一
乎
︒

欝

︒
凡ソ

言
三
昧ト

一
者ハ

︑
其ノ

義
非ス

一
途ニ

一︒
如キ

ハ
壱
汝カ

所ノ

飲
出ス

光
法
師ノ

釋ノ

一︑
通シ

定
散ニ

一
通ス

三
性ニ

一︒

雖モ

飲
然ト

光
師ノ悉

釋ハ

︑
唯
取テ

壱
大
地
法ノ

中ノ

三
摩
地ノ

心
所ヲ

一
爲ル

カ

本
一
故ニ

︑
其ノ

體
不ス

飲
通セ

壱
rノ

心
所
等ニ

一︒
然モ

此ノ

三
昧ノ

名
字
︑
亦
有リ

溢
以テ

飲
rヲ

爲ル

壱
本ト

一︒

︽
訓
︾

問
ふ
︒
�
三
昧
�
と
言
ふ
は
︑
具
さ
に
は
�
三
摩
地
�
と
名
づ
く
︒
光
法
師(

32
)

の

明
恵
撰
�
摧
邪
輪
�
巻
中

訓
・
註

試
稿
︵
五
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶

九
一



�
倶
舍
論
の
記
�
に
云
は
く
︒

梵
に
は
三
摩
地
と
名
づ
く
︒
こ
こ
に
は
等
持
と
云
ふ
︒
定
・
散
に
通
じ
︑
三

性
に
通
ず(

33
)

︑
と
云
云
︒

し
か
ら
ば
︑
�
三
昧
�
と
云
ふ
に
よ
り
て
︑
必
ず
し
も
定
善
と
な
す
べ
か
ら
ず
︒

況
ん
や
︑
散
善
の
中
に
こ
れ
を
出
す(

34
)

︒
明
ら
か
に
知
ん
ぬ
︒
称
名
は
た
だ
散
善
と

す
︒
何
ぞ
�
定
善
を
以
て
本
と
す
�
と
言
ふ
べ
き
や
︒

答
ふ
︒
凡
そ
�
三
昧
�
と
言
ふ
は
︑
其
の
義
︑
一
途
に
非
ず
︒
汝
が
出
す
と
こ

ろ
の
光
法
師
の
釈
の
ご
と
き
は
︑
定
・
散
に
通
じ
三
性
に
通
ず
︒
し
か
り
と
雖
も
︑

光
法
師
の
解
釈
は
︑
唯
だ
大
地
法
の
中
の
三
摩
地
の
心
所
を
取
り
て
本
と
す
る
が

故
に
︑
そ
の
体
︑
r
の
心
所
等
に
通
ぜ
ず
︒
し
か
も
︑
こ
の
三
昧
の
名
字
も
ま
た

r
を
以
て
本
と
す
る
こ
と
あ
り
︒

註(
32
)
�
光
法
師
�
︑
普
光
︵
唐
代
︶
︒
玄
奘
に
師
事
︵
�
望
仏
�
五
︑
四
四
〇
八
頁
︶
︒

(
33
)
�
倶
舎
論
記
�
︑
�
大
正
蔵
�
四
一
︑
七
四
頁
下
︒

(
34
)
︻
参
照
︼
�
観
経
疏
�
︑
�
大
正
蔵
�
三
七
︑
二
七
八
頁
上
︒

︽
翻
刻
︾

華
嚴農

ノ

中ニ

︑
天
鼓
爲ニ

壱

鞘
洋

天
子ノ

一

存

ク

法ヲ

一
中ニ

云ク

︒
如ク

壱
我レ

天
鼓ノ

︻
三
二
丁
オ
︼
不
生

不
滅ナ

ル
カ一︑

色
受
想
行
識
亦
復
如ク

飲
是ノ

不
生
不
滅ナ

リ︒
汝
-
等
若シ

能ク

於テ

此ニ

一
悟悉

セ
ハ︑

應シ

飲
知
︒

則チ

入ル
ナ
リ

無
依
智
印
三
昧ニ

一︒踵

ニ

釋テ

云ク

︒
言
無
依
印
者ハ

︑福

ニ

悟
-悉

ス

無
生ヲ

一︒
則チ

能
-
所
雙

-
絶シ
テ︑
儻
然ト

シ
テ

靡カ

飲

嬢

ロ

故ニ

曰
無
依ト

︒
以テ

壱
斯ノ

智
印
一︑
印
-
定シ

テ

萬
法ヲ

一︑
不ス

飲

喘

ラ

不ス

飲
攝セ

︑

任
心
自
安ナ
ル
カ

故ニ

稱ス

三
昧ト

︿
巳

︵
マ
マ
︶上

﹀
︒
如ノ

此ノ

一
例
非ス

飲
一ニ

︒

︽
訓
︾

�
華
嚴
経
�
の
中
に
︑
天
皷

︵
マ
マ
︶︑(
35
)兜
率
天
子
の
為
に
法
を
説
く
中
に
云
は
く
︒

我
れ
︑
天
皷
の
不
生
不
滅
な
る
が
ご
と
く
︑
識
受
想
行
識
も
ま
た
是
の
ご
と

く
不
生
不
滅
な
り
︒
汝
ら
︑
も
し
能
く
こ
れ
に
お
い
て
悟
解
せ
ば
︑
知
る
べ

し
︒
則
ち
︑
無
依
智

︵
マ
マ
︶因

三
昧(

36
)

に
入
る
な
り(

37
)

︒

�
疏
�
に
釈
し
て
云
は
く
︒

�
無
依
因
�
と
言
ふ
は
︑
既
に
無
生
を
悟
解
す
︒
則
ち
︑
能
・
所
双
絶
し
て
︑

儻
然(

38
)

と
し
て
拠
ろ
靡
き
が
故
に
︑
�
無
依
�
と
曰
ふ
︒
こ
の
智
因
を
以
て
︑

万
法
を
印
定
し
て
︑
収
ら
ず
摂
せ
ず
︑
心
に
任
せ
て
自
ら
安
ら
か
な
る
が
故

に
�
三
昧
�
と
称
す(

39
)

︿
巳

︵
マ
マ
︶上
﹀
︒

此
の
ご
と
き
の
例
︑
一
に
あ
ら
ず
︒

註(
35
)
�
天
皷
�
︑
�
大
正
蔵
�
は
�
鼓
�
︒
天
の
鼓
撃
つ
者
無
く
し
て
自
然
に
鳴
る
天
中

の
太
鼓
︵
�
望
仏
�
四
︑
三
七
八
〇
頁
︶
︒

(
36
)
�
無
依
智
因
三
昧
�
︑
�
大
正
蔵
�
は
�
無
依
因
三
昧
�
︒
↓
�
無
依
三
昧
�
何
も

の
か
を
拠
り
所
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
三
昧
︵
�
中
仏
�
下
︑
一
六
〇
七
頁
︶
︒

�
智
印
�
物
や
菩
薩
が
内
に
具
え
て
い
る
智
r
を
象
徴
す
る
三
摩
耶
形
︵
�
中
仏
�

中
︑
一
一
六
六
頁
︶
︒
�
智
印
三
昧
�
一
切
如
来
の
深
い
さ
と
り
の
智
r
を
象
徴
す

る
手
指
の
組
み
合
わ
せ
で
表
現
し
た
宗
教
的
瞑
想
の
世
界
︵
�
中
仏
�
中
︑
一
一

六
六
頁
︶
︒

(
37
)
�
華
厳
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
︑
二
五
六
頁
中
︒

(
38
)
�
儻
然
�
︑
志
を
失
う
様
︵
�
大
漢
和
�
一
︑
九
六
七
頁
︶
︒

(
39
)

澄
観
�
大
方
広
仏
華
厳
経
疏
�
︑
�
大
正
蔵
�
三
五
︑
八
六
七
頁
下
︒

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
五
号

九
二



︽
翻
刻
︾

又
於テ

念
佛ノ

名
言ニ

一
有リ

多
種ノ

義
一︒
或ハ

念シ

佛ノ

名
字ヲ

一︑
或ハ

念シ

佛ノ

相
好ヲ

一︑
或ハ

念シ

光
明ヲ

一︑
或ハ

念

本
願ヲ

一
等
︑
如シ

諸
經ニ存

カ

一︒
雖モ

飲
有ト

壱
如ノ

飲
此ノ

諸
義ノ

不
同
一︑
依ニ

善
導ノ

御
意ニ

一︑
以テ

称
名ヲ

名ク
ル

壱

念
佛
三
昧ト

一
者ハ

︑
源モ

ト

依ル

壱
定
善ニ

一
也
︒
何ヲ

-
以カ

得ル

飲
知ル

ヿ
ヲ︒

徃
生
杣
讃
等ノ

中ニ

引テ

文
殊
般
若

經
等ヲ

一︑
取ル

定
心
加
行ノ

称
名ヲ

一︒
又
觀
經ニ

存テ

像
觀
真
身
觀
等ヲ

一
名ク

念
佛
三
昧ト

一︒
善
導ノ

觀

經ノ踵

ニ

︑
因ム

テ

此ノ

義
便ニ

一
多ク

明ス

称
名ノ

功
-
︻
三
二
丁
ウ
︼
德ヲ

一︒
又
引テ

鰯
華
嚴
經ノ

功
德
雲
比

丘
所
-
得ノ

念
佛
三
-
昧ノ

文
茨︑
明ス

念
佛ノ

功
德ヲ

一︒
明ニ

知ヌ

︒
是レ

以テ

根
本
定
心ヲ

一
爲ス

飲
本ト

也
︒
若レ

不ス

飲
爾ラ

者ハ

︑
所ノ

飲
引ク

證
據
等
︑
皆
不ス

飲
可ラ

壱
成
立ス

一︒

︽
訓
︾

ま
た
念
仏
の
名
言
に
お
い
て
多
種
の
義
あ
り
︒
或
い
は
仏
の
名
字
を
念
じ
︑
或

い
は
仏
の
相
好
を
念
じ
︑
或
は
光
明
を
念
じ
︑
或
い
は
本
願
を
念
ず
る
等
︑
諸
経

に
説
く
が
ご
と
し
︒
か
く
の
ご
と
き
の
諸
義
の
不
同
あ
り
と
雖
も
︑
善
導
の
御
意

に
よ
る
に
︑
称
名
を
以
て
念
仏
三
昧
と
名
づ
く
る
は
︑
源も

と

︑
定
善
に
よ
る
な
り
︒

何
を
以
て
か
知
る
こ
と
を
得
る
︒
�
往
生
礼
讃
�
等(

40
)

の
中
に
︑
�
文
殊
般
若
経(

41
)

�

等
を
引
き
て
定
心
加
行
の
称
名
を
取
る
︒
ま
た
�
観
経
�
に
︑
�
像
観(

42
)

�
・
�
真
身

観(
43
)

�
等
を
説
き
て
�
念
仏
三
昧
�
と
名
づ
く
︒
善
導
の
�
観
経
の
疏
�
に
︑
こ
の

の
義
便
に
因
ん
で
︑
多
く
称
名
の
功
徳
を
明
か
す
︒
ま
た
�
華
厳
経
�
の
功
徳
雲

比
丘
所
得
の
念
仏
三
昧
の
文(

44
)

を
引
き
て
︑
念
仏
の
功
徳
を
明
す(

45
)

︒
明
ら
か
に
知
ん

ぬ
︒
是
れ
根
本
定
心
を
以
て
本
と
す
︒
も
し
し
か
ら
ず
ん
ば
︑
引
く
と
こ
ろ
の
証

拠
等
︑
皆
成
立
す
べ
か
ら
ず
︒

註(
40
)
�
往
生
礼
讃
�
︑
�
大
正
蔵
�
四
七
︑
四
三
九
頁
上
～
中
︒
�
観
念
法
門
�
︑
�
大
正

蔵
�
四
七
︑
二
七
頁
上
︒

(
41
)
�
文
殊
般
若
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
八
︑
七
三
一
頁
中
︒

(
42
)
�
像
観
︵
像
想
観
︶
�
︑
�
観
無
量
寿
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
二
︑
三
四
三
頁
中
︒

(
43
)
�
真
身
観
�
︑
�
観
無
量
寿
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
十
二
︑
三
四
三
頁
中
︒

(
44
)
�
華
嚴
経
�
︑
�
大
正
蔵
�
九
︑
六
八
九
頁
下
～
六
九
〇
頁
中
︒

(
45
)
�
観
経
疏
�
︑
�
大
正
蔵
�
三
七
︑
二
四
九
頁
下
︒

︽
翻
刻
︾

是ヲ

-
以テ

︑
觀
經ノ踵

ノ

第
一ニ

︑
云フ

壱

雖
言
未
證ト

一
︿
如
前
第
一
門
決
引
之
﹀
︒
未
-
證ノ

之

︻
三
五
四
頁
上
︼
言ハ

︑安

ス

定
心ノ

根
本ヲ

一
也
︒
又
觀
念
法
門ニ

︑
明ス

見
佛
浄
土
三
昧
増

上
縁ノ

義ヲ

一
中ニ

云ク

︒
如ク

飲
此ノ

想フ

者ヲ

名テ

為
粗
見ト

︒
此ハ

謂ク

︒
覺
想ノ

中ニ

見カ

故ニ

云
粗
見ト

一︒
若
得ツ

レ
壱

定
心
三
昧
及ヒ

口
称
三
昧ヲ

一
者ハ

︑
心
-
眼
即チ

開テ

︑
見ル

壱
彼ノ

浄
土ノ

一
切ノ

荘
嚴ヲ

一
︿
等
云
云
﹀
︒

此ノ

中ニ福

粗
-
見
覺
-
想ノ

外ニ

︑
口
称
三
昧
成
就シ

テ

心
-
眼
見ル

浄
土ヲ

一︒
前ハ

影
像
成
就
也
︒
此ハ

本
質
成
就
也
︒
前ハ

加
行
成晟

︑
此ハ

根
本
成晟

也
︒

︽
訓
︾

是
れ
を
以
て
�
観
経
の
疏
�
の
第
一
に
︑

雖
言
未
証(

46
)

と
云
ふ
︿
前
の
第
一
門
決
に
こ
れ
を
引
く
が
ご
と
し
﹀
︒
�
未
証
�
の
言
は
︑
定
心

の
根
本
を
指
す
︒
又
�
観
念
法
門
�
に
�
見
仏
仏
土
三
昧
増
上
縁
�
の
義
を
明
か

す
中
に
云
は
く
︒

か
く
の
ご
と
く
想
う
者
を
︑
名
づ
け
て
�
粗
見
�
と
す
︒
こ
れ
は
謂
は
く
︒

覚
想
の
中
に
見
る
が
故
に
�
粗
見
�
と
云
ふ
︒
も
し
�
定
心
三
昧
�
お
よ
び

�
口
称
三
昧
�
を
得
つ
れ
ば
︑
心
眼
即
ち
開
き
て
︑
か
の
浄
土
の
一
切
の
荘

明
恵
撰
�
摧
邪
輪
�
巻
中

訓
・
註

試
稿
︵
五
︶
︵
米
澤
実
江
子
︶

九
三



厳
を
見
る(

47
)

︿
等
︑
と
云
云
﹀
︒

こ
の
中
に
︑
既
に
�
粗
見
�
�
覚
想
�
の
他
に
�
口
称
三
昧
成
就
し
て
︑
心
眼
︑

浄
土
を
見
る
�
と
︒
前(

48
)

は
�
影
像
成
就
�
な
り
︒
こ
れ(

49
)

は
�
本
質
成

就
�
な
り
︒
前
は
�
加
行
成
満
�
︒
こ
れ
は
�
根
本
成
満
�
な
り
︒

註(
46
)
�
観
経
疏
�
︑
�
大
正
蔵
�
三
七
︑
二
四
九
頁
下
︒

(
47
)
�
観
念
法
門
�
︑
�
大
正
蔵
�
四
七
︑
二
六
頁
上
︒

(
48
)
�
前
�
︑
�
観
経
疏
�
�
雖
言
未
証
�
︒

(
49
)
�
此
�
︑
�
觀
念
法
門
�
�
心
眼
見
浄
土
�
︒

︽
翻
刻
︾

又

ニ

示ス
ヿ

壱
念
佛ノ

行
儀ヲ

一︑
皆
修
定ノ

方
法
也
︒
謂ク

︒
令ル

飲
止メ

壱
餘
縁ヲ

一
者ハ

︑
多ク

是レ

︻
三
三

丁
オ
︼
修杙

ノ

軌
則
也
︒
謂
︒
修
-杙

ノ

要
法
︑
必ス

須クヘ
シ
溢
正乄

其ノ

方
法ヲ

一
一
心
一
境ヲ

爲ス

壱
先ト

一︒

若
其ノ

方
法
不サ

レ
ハ

飲
正カ

ラ︑
是ヲ

爲ス

邪
觀ト

一︒
若シ

雜
縁ス

レ
ハ︑
難シ

飲
得
壱
一
心ヲ

一︒
若シ

得ツ
レ
ハ鰯

與ト

正
境
一
合シ

テ

一
心
相
應ル

ヿ
ヲ茨︑
信
-
敬
慙
愧
轉シ

テ

多ク

名
利
貪
愛
稍
輕シ

︑
不ス

シ
テ

飲
待タ

壱
順
次ヲ

一︑
法
利
且
先タ

ツ︒
雖ト

モ

飲
在ト

壱
生
死ニ

一︑
漸ク袷

ナ
リ

壱
凡
心ニ

一︑
華
相福

ニ

現
前ス

︒
果赳

何ソ

有ム

飲
疑ヒ

︒
此レ

誠ニ

策ス

壱
初
心ヲ

一
秘
要

也
︒
若シ

相
翻セ

此ニ

一
者ハ

︑
其
行
可シ

飲
爲ス

壱
虚
僞ト

一︒坏

-
縁
乱
-
動乄

失セ
ム

壱
正
念ヲ

一︒
與ト

佛ノ

本
願
一

不ム

相
應セ

一︒
何ソ

得ム

徃
-
生ル

ヿ
ヲ一

乎ヤ

︒
善
導ノ

教
誡
︑
專ラ

在リ

干
此ノ

條ニ

一︒
此ノ杙

門ノ

一
行ハ

︑
息メ

諸ノ

縁徙

ヲ

一︑
永ク

絶テ

散
乱ヲ

一︑
心ロ

澄ミ

壱
於莠

境ニ

一︑
身ニ

離ル

壱
乎
喧坏

ヲ

一︒
如ノ

飲
此ノ

人
︑
所ロ

飲
當ル

壱
其ノ

根ニ

一

也
︒

︽
訓
︾

ま
た
処
処
に
�
念
仏
の
行
儀
�
を
示
す
こ
と
︑
皆
�
修
定
の
方
法
�
な
り
︒
謂

は
く
︒
余
縁
を
止
め
し
む
る(

50
)

は
︑
多
く
是
れ
修
禅
の
軌
則
な
り
︒
謂
は
く
︒
修
禅

の
要
法
︑
必
ら
ず
す
べ
か
ら
く
︑
そ
の
方
法
を
正
し
て
︑
一
心
一
境
を
先
と
す
べ

し
︒
も
し
︑
そ
の
方
法
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
︑
是
れ
を
邪
観
と
す
︒
も
し
雑
縁
す
れ

ば
一
心
を
得
難
し
︒
も
し
正
境
と
合
し
て
一
心
相
応
す
る
こ
と
を
得
つ
れ
ば
︑
信

敬
・
慚
愧
︑
転
じ
て
︑
多
く
名
利
・
貪
愛
︑
稍
軽
し
︑
順
次
を
待
た
ず
し
て
︑
法

利
︑
且
く
先
だ
つ
︒
生
死
に
在
り
と
雖
も
︑
漸
く
凡
心
に
異
な
り
︑
華
相
既
に
現

前
す
︒
果
報
︑
何
ぞ
疑
ひ
あ
ら
ん
︒
こ
れ
誠
に
初
心
を
策
す
秘
要
な
り
︒
も
し
︑

こ
れ
に
相
翻
せ
ば
︑
其
の
行
︑
虚
偽
と
す
べ
し
︒
雑
縁
乱
動
し
て
︑
正
念
を
失
せ

ん
︒
仏
の
本
願
と
相
応
せ
ざ
ら
ん
︒
何
ぞ
往
生
す
る
こ
と
を
得
ん
や
︒

善
導
の
教
誡
︑
専
ら
こ
の
條
に
在
り
︒
こ
の
禅
門
の
一
行
は
︑
も
ろ
も
ろ
の
縁

務
を
息
め
て
︑
永
く
散
乱
を
絶
ち
て
︑
心
︑
静
境
に
澄
み
︑
身
に
喧
雑
を
離
る
︒

此
の
ご
と
き
の
人
︑
そ
の
根
に
当
る
と
こ
ろ
な
り
︒
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観
文
中
説
言
若
得
三
昧
見
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了
了
分
明
即
合
上
教
我
正
受
一
句
�
︵
�
大
正
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�
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︑
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よ
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ざ
わ

み
え
こ
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